
上
代
監
喪
使
考

1
唐
令
監
喪
規
定
の
継
受
と
実
態
1

虎

尾

達

哉

【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
先
づ
わ
が
正
史
上
に
お
い
て
「
監
護
賢
愚
」
の
た
め
に
差
遣
さ
れ
る
農
人
を
監
喪
使
と
仮
称
し
、
こ
の
監
喪
使
が
果
し
て
わ
が
喪

葬
令
百
官
在
職
条
（
監
喪
規
定
）
の
適
用
を
示
す
や
否
や
を
疑
い
、
次
で
階
唐
監
護
使
と
わ
が
聖
旨
使
の
実
態
を
各
々
検
討
・
比
較
し
た
上
で
、
正
史
に

お
け
る
監
喪
使
辞
退
の
諸
例
と
土
版
辞
退
の
そ
れ
と
の
類
似
性
を
手
掛
り
に
遂
に
監
軍
使
の
実
体
を
装
束
・
真
作
両
司
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
葬
管
長
・

次
官
級
官
人
五
位
以
上
と
考
定
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
葬
司
は
や
が
て
『
延
喜
式
』
太
政
官
・
舗
装
条
（
砂
糖
規
定
）
に
継
承
さ
れ
る
何
ら
か
の
慣
例
・

法
規
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
間
の
事
情
を
考
察
し
た
結
果
、
唐
画
の
継
受
に
よ
る
わ
が
牡
馬
規
定
は
そ
の
不
可

欠
の
前
提
た
る
体
系
的
喪
礼
の
未
継
受
・
欠
如
の
た
め
に
適
用
に
至
ら
ず
、
実
際
に
は
天
皇
・
皇
后
等
の
御
葬
司
に
準
ず
る
わ
が
国
固
有
の
葬
司
の
編
成

が
行
わ
れ
た
と
の
推
定
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
八
巻
六
号
　
［
九
八
五
年
＋
【
月

序

言

上代監喪使考（虎尾）

文
武
三
年
（
六
九
九
）
七
月
、
天
武
天
皇
第
六
皇
子
浄
広
蓋
弓
削
皇
子
の
聖
慮
に
際
し
、
二
名
の
使
人
が
遣
わ
さ
れ
て
そ
の
喪
事
を
監
護
し
た
。

即
ち
、
『
続
日
本
紀
』
は
こ
れ
を
左
の
如
く
記
す
。

『
続
日
本
紀
』
文
武
三
年
七
月
癸
酉
条

　
　
浄
広
弐
弓
削
皇
子
麗
、
遣
蓋
浄
広
躁
大
石
王
・
直
広
参
路
真
人
大
人
等
一
撃
差
響
尊
霊
島
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

而
し
て
、
周
知
の
如
く
『
斎
日
本
紀
』
以
下
五
国
史
に
お
け
る
親
王
・
内
親
王
及
び
高
位
高
官
者
の
麗
去
記
事
に
は
右
を
初
見
と
し
て
屡
々
か
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②

か
る
「
監
護
手
事
」
を
任
務
と
す
る
聖
人
の
差
遣
の
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
か
く
の
如
き
里
人
を
便
宜
上
「
監
専
使
」
と
約
称
す
る

こ
と
と
す
る
が
、
管
見
の
限
り
こ
の
車
曳
使
を
対
象
と
す
る
論
考
は
見
当
ら
ぬ
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
実
体
に
つ
い
て
も
「
監
護
喪
事
」
な

る
字
句
か
ら
遵
か
れ
る
漠
然
と
し
た
イ
メ
…
ジ
、
例
え
ば
〃
葬
儀
全
般
の
監
督
老
”
や
当
世
の
所
謂
〃
葬
儀
委
員
長
”
的
存
在
以
上
の
理
解
に

及
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
か
く
監
喪
使
が
従
来
研
究
対
象
と
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
実
体
に
つ
い
て
の
理
解
も

漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
主
因
は
、
先
の
「
監
護
思
事
」
な
る
措
置
が
こ
れ
ま
た
周
知
の
如
く
わ
が
喪
葬
令
百
官
在

職
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
正
し
く
そ
れ
自
体
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
左
に
そ
の
令
文
を
掲
げ
よ
う
（
傍
線
圏
点
筆
者
、
以
下

同
）
。

　
養
老
喪
葬
令
百
官
在
職
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
へ

　
　
几
百
官
在
レ
鷹
野
卒
、
押
回
分
番
会
レ
喪
、
親
王
及
太
政
大
臣
・
散
一
位
、
治
部
大
輔
監
一
一
護
喪
事
一
左
右
大
臣
及
散
一
一
位
、
治
部
少
輔
監
護
、
三
位
、
治

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
部
丞
監
護
、
三
位
以
上
及
皇
親
、
皆
土
部
示
二
礼
制
「
内
親
王
・
女
王
及
内
命
婦
亦
准
レ
此
、

即
ち
、
そ
の
中
段
（
傍
線
部
）
が
監
護
細
事
に
つ
い
て
の
規
定
（
以
下
、
便
宜
「
監
喪
規
定
」
と
称
す
る
）
で
あ
る
が
、
こ
の
養
老
令
監
喪
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
大
宝
令
ま
で
湖
及
す
る
と
し
て
差
支
え
な
い
。
而
し
て
、
吾
人
は
共
に
正
史
に
散
見
す
る
監
喪
使
を
ぼ
安
易
に
本
規
定
の
適
用
実
例
と
看
倣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
乍
ら
、
後
に
見
る
如
く
、
右
の
監
喪
規
定
が
実
は
唐
令
の
大
略
直
模
直
訳
で
あ
る
こ
と
を
思
う
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
シ
ン

ま
た
監
喪
使
に
つ
い
て
の
一
次
史
料
が
な
い
ば
か
り
か
貴
人
・
「
大
臣
」
（
以
下
か
く
鉤
括
弧
を
附
し
て
わ
が
国
の
大
臣
と
区
別
す
る
）
の
麗
去

に
際
し
そ
の
喪
事
を
監
護
し
た
旨
記
述
す
る
こ
と
が
中
国
正
史
列
伝
等
の
一
般
で
あ
る
こ
と
を
知
る
時
、
わ
が
正
史
に
見
え
る
監
喪
使
を
安
易

に
叙
上
の
如
く
看
敬
す
こ
と
に
は
砂
か
ら
ぬ
疑
念
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
か
か
る
疑
念
を
実
態
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が

上
代
監
喪
使
に
関
す
る
従
来
の
一
般
的
理
解
を
此
二
少
な
り
と
も
前
進
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
猶
、
小
論
で
は
右
の
員
的
に
到
達
す
る
方
途
と
し
て
敢
て
中
国
に
お
け
る
監
喪
規
定
と
監
護
喪
事
の
実
態
を
検
討
す
る
が
（
第
一
章
・
第
四
章
）
、

固
よ
り
門
外
漢
の
能
く
論
尽
す
る
所
で
は
な
い
。
略
叙
す
る
に
と
ど
め
さ
せ
て
頂
く
と
共
に
、
識
老
の
高
批
を
切
願
す
る
次
第
で
あ
る
。
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①
　
以
下
、
わ
が
国
の
史
料
は
特
に
断
ら
ぬ
限
り
新
訂
増
補
属
史
大
系
本
に
よ
る
も

　
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

②
記
事
に
よ
っ
て
は
「
監
護
葬
事
」
と
す
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
厳
蜜
に
は

　
蔓
と
葬
と
は
峻
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
ま
ま
通
用
さ
れ
、
ま
た
よ
し

　
峻
別
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
本
稿
の
所
論
に
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
、

　
以
下
両
者
の
区
別
に
特
に
意
を
用
い
る
こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
本
稿
に
お
い
て

　
「
葬
儀
」
・
「
喪
礼
」
と
称
す
る
も
の
は
い
ず
れ
も
喪
葬
両
者
を
含
む
広
義
の
も
の

　
と
す
る
。

③
『
令
集
解
』
本
条
古
記
に
よ
る
直
接
的
な
字
句
復
原
は
「
監
護
」
以
外
不
可
能

　
で
あ
る
が
、
岡
古
記
は
左
の
如
き
問
答
を
立
て
て
い
る
。

　
　
　
問
、
外
官
及
使
人
莞
卒
、
誰
人
監
護
、
答
、
外
官
及
無
人
不
レ
限
二
貴
賎
噛
皆

　
　
　
国
郡
司
随
レ
便
監
護
耳
、

　
即
ち
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
古
記
は
外
官
及
び
姦
人
に
つ
い
て
令
文
（
大
宝
令
）
が
ふ

　
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
、
そ
の
場
合
に
は
貴
幾
の
別
な
く
全
て
便
實
国
郡

　
司
が
そ
の
喪
事
を
監
護
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
註
釈
は
逆
に
大
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
へ

　
令
本
条
に
お
い
て
は
在
京
箆
筆
者
の
場
合
、
そ
の
貴
賎
に
応
じ
て
、
特
定
の
官
人

　
が
喪
事
を
監
護
す
る
旨
の
規
定
が
存
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

　
た
、
本
文
第
一
章
に
て
ふ
れ
る
如
く
、
わ
が
国
に
お
い
て
こ
の
監
喪
規
定
を
品
定

　
す
る
際
参
照
し
た
と
思
し
い
唐
（
永
徽
）
令
文
が
養
老
令
本
条
と
大
略
同
様
の
構

　
造
を
有
し
て
い
た
と
推
考
さ
れ
る
こ
と
も
復
原
の
根
拠
と
な
る
。
而
し
て
、
火
宝

　
・
養
老
両
立
間
の
異
同
の
趨
勢
を
顧
慮
す
れ
ば
最
早
こ
ち
た
き
詮
議
は
不
要
で
あ

　
ろ
う
。
但
し
、
更
に
湖
っ
て
臨
御
原
令
に
お
け
る
存
否
如
何
に
つ
い
て
は
不
明
と

　
す
る
外
な
い
。
そ
の
所
以
は
小
論
に
よ
っ
て
明
か
に
な
る
と
信
ず
る
。

④
　
例
え
ば
熊
谷
公
男
「
治
部
省
の
成
立
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
八
－
四
、
昭
和
五

　
四
年
）
が
大
宝
令
前
紀
に
お
け
る
駝
専
使
差
遣
記
事
の
所
在
を
根
拠
に
浄
上
原
令

　
監
喪
規
定
の
存
在
を
推
定
し
て
い
る
の
は
か
か
る
認
識
を
前
提
と
し
て
い
る
。
瀧

　
川
政
次
郎
「
志
貴
親
王
の
葬
列
と
素
服
」
（
岡
『
萬
葉
律
令
考
』
所
収
、
昭
和
四

　
九
年
）
も
同
断
で
あ
る
。
筆
者
も
か
つ
て
第
九
圓
古
代
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
昭

　
和
五
六
年
八
月
、
愛
媛
県
東
予
市
）
に
お
い
て
同
様
の
認
識
を
前
提
と
す
る
口
頭

　
発
表
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

第
一
章
　
晴
唐
監
護
使
差
遣
例
の
検
討

上代監喪使考（虎尾）

　
わ
が
大
宝
・
養
老
両
者
の
監
喪
規
定
が
諸
多
の
規
定
と
同
様
、
唐
令
文
の
継
受
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

仁
井
田
潮
汁
は
わ
が
監
喪
規
定
に
相
訂
す
る
酒
量
文
と
し
て
、
『
大
唐
六
典
』
及
び
『
唐
会
要
』
に
拠
り
左
の
如
き
開
元
七
年
（
七
一
九
）
の
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
を
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
諸
詔
二
喪
大
臣
噛
一
品
則
鴻
鷹
卿
護
二
其
喪
事
コ
一
品
則
少
卿
、
三
品
丞
一
入
往
、
皆
皇
嗣
司
儀
一
示
以
レ
制
、

い
う
ま
で
も
な
く
右
は
大
宝
令
成
立
以
後
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
大
宝
令
制
定
者
は
直
接
こ
の
条
文
を
参
看
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
が
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

壊
し
た
と
さ
れ
る
永
徽
令
文
は
復
原
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
仁
井
田
氏
は
こ
れ
ら
の
唐
令
に
先
立
つ
階
の
開
皇
令
を
『
階
書
』
及
び
『
通
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③

典
』
に
拠
っ
て
左
の
如
く
復
原
さ
れ
て
お
り
、

　
諸
正
一
品
麗
則
鴻
縢
卿
監
二
護
喪
事
ハ
司
儀
令
示
二
礼
制
ハ
ニ
晶
巴
上
則
鴻
連
騰
監
護
、
司
儀
丞
示
師
勝
制
ハ
（
下
略
）

こ
れ
に
よ
っ
て
先
の
開
元
七
年
令
に
至
る
間
の
永
徽
令
を
含
め
た
里
雪
が
多
少
の
変
改
を
施
し
乍
ら
も
同
種
の
監
喪
規
定
を
収
め
て
い
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
事
実
そ
の
間
の
実
態
を
検
討
す
れ
ぽ
か
く
推
定
し
て
大
過
な
き
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
後
述
）
の
で
あ
る
。
猶
、

階
開
皇
令
に
お
い
て
は
対
象
麗
去
者
を
正
一
品
と
二
品
以
上
の
ニ
ラ
ン
ク
に
分
別
し
、
一
方
唐
開
元
七
年
令
に
お
い
て
は
一
品
・
二
品
・
三
品

の
三
ラ
ン
ク
に
分
別
す
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
実
態
を
通
観
す
れ
ば
墨
染
令
を
含
む
未
復
原
の
唐
令
に
お
い
て
は
開
元
七
年
令
と
同
様
で
あ
っ
た

こ
と
が
充
分
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
直
接
の
証
左
こ
そ
鋏
く
も
の
の
、
わ
が
国
の
大
宝
令
制
定
老
は
魯
魚
（
永
忍
言
）
に
傲
っ
て
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

真
上
者
を
三
ラ
ン
ク
に
分
別
し
、
監
喪
担
当
者
に
つ
い
て
は
唐
令
の
鴻
臆
寺
官
人
一
名
を
治
部
省
官
人
一
名
に
置
換
し
て
令
文
を
治
定
し
た
と

想
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
わ
が
国
の
監
喪
規
定
は
概
ね
唐
金
文
の
直
上
直
訳
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
称
し
て
差
支
え
な
い
。
尤
も
、
彼
我
に
顕
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
シ
ソ

な
相
違
の
存
し
な
い
で
は
な
い
。
即
ち
、
閣
令
に
お
い
て
は
「
大
臣
」
一
貴
臣
の
み
を
対
象
と
し
、
あ
く
ま
で
そ
の
官
品
が
基
準
と
な
る
の
に

対
し
、
わ
が
令
に
お
い
て
は
貴
臣
の
み
な
ら
ず
親
王
を
も
対
象
に
含
め
て
い
る
点
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
（
第
四
章
）
す

る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
わ
が
国
の
監
喪
規
定
が
概
ね
唐
令
を
直
模
直
訳
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
え
れ
ば
よ
い
。

　
さ
れ
ぼ
、
わ
が
国
が
か
く
の
如
く
継
受
し
た
監
製
規
定
は
中
国
本
土
に
お
い
て
は
実
態
上
如
何
に
運
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点

を
先
の
開
忍
辱
施
行
以
後
の
晴
磐
代
に
限
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
猶
、
少
く
と
も
唐
代
に
お
い
て
は
喪
事
を
監
護
す
る
聖
人
を
屡
々

「
監
護
使
」
と
称
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
も
か
か
る
称
呼
を
用
い
て
わ
が
湿
半
使
と
区
別
す
る
。

　
さ
て
、
『
階
書
』
巻
三
十
七
所
載
の
李
穆
伝
に
は
、

　
開
皇
六
年
廃
二
予
第
「
年
七
十
七
、
（
中
略
）
詔
遣
下
二
黄
門
侍
郎
一
監
中
護
喪
事
b
（
下
略
）

な
る
記
事
が
見
え
、
上
柱
国
太
師
李
穆
の
麗
去
に
際
し
黄
門
侍
郎
が
遣
わ
さ
れ
て
そ
の
喪
事
を
監
護
し
た
と
伝
え
る
。
こ
れ
は
該
期
に
お
い
て

年
時
の
明
か
な
諸
軍
の
初
見
で
あ
る
が
、
か
く
「
監
護
喪
事
」
の
字
句
が
明
示
さ
れ
て
い
る
例
の
外
に
、
た
と
い
明
示
な
き
場
合
に
お
い
て
も

4　（818）
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副監
備
凶
礼

出

典

旧
唐
書
　
　
九
五

詔
令
集
　
　
三
二

葦
編
　
　
一
〇
四

鯛
照
令
集
　
　
　
二
六

詔
令
集
　
　
三
二

旧
事
書
　
一
一
〇

英
華
　
　
九
五
一

全
唐
文
　
三
四
四

旧
唐
書
　
一
一
〇

旧
唐
書
　
一
＝
二

英
華
　
　
八
八
五

英
華
　
　
九
三
五

英
華
　
　
七
七
五

潔
編
　
　
一
〇
〇

英
編
　
　
八
三
九

文
物
八
一
－
三

全
唐
文
　
五
二
一

英
華
　
　
八
九
四

全
唐
文
　
五
一
一
六

旧
唐
書
　
＝
三
二

英
華
　
　
九
三
七

英
華
　
　
九
七
四

英
華
　
　
九
七
〇
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＠＠　of　＠＠＠＠＠⑱

　
　
1
5
・
1
2

元
和
5
・
1
1

　
　
ρ
0
　
・
　
2

　
　
・
閏
1
2

長
慶
2
・
1
2

開
成
4
・
3

会
昌
4
・
1
1

威
通
1
2
・
正

年
晴
不
明

七
九
九

八
一
〇

八
一
一

八
二
二

八
三
九

八
四
四

八
七
一

従
一
品

従
一
品
力

従
一
品

正
二
品

衛魏斐韓皇張会渾
　　　　太茂王国夫
公人度公子昭・球
主趙　　寧　練

胡
空
大
師

京
兆
サ

京
兆
ヌ

京
兆
界

知
内
侍
省
事

京
兆
舜

京
兆
サ

京
兆
勢

供
　
奉

王
　
播

彰
献
忠

鄭
　
復

醇
　
能

楊
復

監
護

監
視
葬
事

監
護

監
護
使

監
護

監
護
喪
主

護
　
喪

外
監
護

内
監
護

監
護
葬
儀

蝶旧
唐
書

英
華

全
唐
文

旧
唐
書

続
編

旧
唐
書

輩
編

ご
六
〇

一
四
一

九
三
二

五
六
二

一
七
〇

’
　
一
一

　
一
九

五
三

〔
凡
例
〕

一
、
年
月
は
原
劉
と
し
て
麗
去
時
に
よ
る
が
、
改
葬
・
合
葬
時
も
含
む
。

二
、
官
晶
は
散
官
に
よ
る
。
不
明
の
場
合
は
職
事
官
よ
り
推
定
。

三
、
監
護
使
の
官
職
は
原
期
と
し
て
史
料
の
記
載
に
従
う
が
、
若
干
改
め
た
も
の
も
存
す
る
。
ま
た
官
職
名
に
非
ざ
る
も
の
は
括
弧
を
附
す
。

四
、
史
料
上
監
護
使
の
員
数
の
み
記
し
て
氏
名
を
寵
さ
ぬ
場
合
は
そ
の
員
数
を
括
弧
を
附
し
て
記
す
。

五
、
出
典
の
略
号
・
テ
ク
ス
ト
は
以
下
の
如
し
。

　
　
階
　
書
…
…
『
階
書
』
・
中
華
書
局
排
印
標
点
本

　
　
旧
唐
書
…
…
『
旧
唐
書
』
・
同
右

　
　
新
唐
書
…
…
『
新
唐
書
』
・
同
右

　
　
集
　
釈
…
…
趙
萬
里
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
・
鼎
文
書
局
印
行
本

　
　
英
　
華
…
…
『
文
苑
英
華
』
・
中
華
書
局
影
印
本

　
　
全
唐
文
…
…
『
欽
定
全
唐
文
』
・
経
緯
需
局
影
印
本

　
　
詔
令
集
…
…
『
唐
大
認
令
集
』
・
商
務
印
書
館
排
印
本

　
　
葦
　
編
…
…
『
金
石
葦
編
』
・
芸
文
印
書
館
印
行
「
石
刻
史
料
叢
書
（
甲
編
と
本

　
　
続
編
…
…
『
金
石
続
編
』
・
同
右

　
　
補
　
正
…
…
『
八
環
室
金
石
補
正
』
・
岡
右

　
　
墓
誌
…
…
饒
宗
願
『
唐
宋
墓
誌
・
遠
東
学
院
蔵
拓
片
図
録
』
（
一
九
八
一
年
）

　
　
階
唐
墓
…
…
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
西
安
郊
区
階
唐
墓
』
（
一
九
六
穴
年
）

　
　
碑
　
林
…
…
西
川
寧
『
西
安
碑
林
』
（
昭
和
四
一
年
）

　
　
考
古
、
文
物
…
…
噸
考
古
』
、
『
文
物
』
（
雑
誌
）

六
、
出
典
略
号
の
数
字
は
巻
数
・
史
料
番
号
ま
た
は
頁
数
を
示
す
。
但
し
、
雑
誌
の
場
合
例
え
ば
「
七
八
…
三
」
は
一
九
七
八
年
第
三
期
を
示
す
。

七
、
出
典
欄
に
は
主
た
る
書
名
｝
点
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。

（823）9



明
か
に
監
護
使
の
差
遣
を
示
す
と
判
断
さ
れ
る
諸
例
を
も
含
め
て
広
く
正
史
・
金
石
文
等
に
監
護
使
の
実
例
を
据
近
し
、
そ
れ
ら
を
自
余
の
史

料
と
照
合
し
つ
つ
整
理
し
て
掲
げ
た
の
が
第
1
表
で
あ
る
。
固
よ
り
不
完
全
の
識
り
は
免
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
大
勢
を

論
ず
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
以
下
復
原
・
未
復
原
（
推
定
）
の
階
唐
令
黒
黒
規
定
を
一
括
し
て
階
唐
監
喪
規
定
と
称
し
、
本
規
定
の
遵
守
如

何
と
い
う
観
点
か
ら
第
1
表
所
見
の
要
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
猶
、
一
次
史
料
を
含
め
た
諸
史
料
に
散
見
す
る
監
護
使
が
本
規
定
の
適
用

実
例
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

　
第
一
に
亮
去
者
の
官
品
に
つ
い
て
。
と
こ
ろ
で
、
随
筆
監
喪
規
定
に
よ
れ
ぽ
二
品
以
上
或
は
三
品
以
上
が
監
喪
対
象
者
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

実
は
こ
の
場
合
の
珍
品
が
五
官
の
そ
れ
を
謂
う
の
か
、
将
又
職
事
官
の
そ
れ
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
本
表
に
お
い
て
は
、
亮
虫
者
に

は
勢
い
高
齢
の
致
仕
者
が
多
い
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て
敢
て
黒
黒
の
官
長
の
み
を
記
し
て
煩
を
避
け
た
が
、
仮
に
前
官
を
含
め
た
職
事
官
の

官
品
に
よ
る
と
し
て
も
大
略
正
着
一
階
乃
至
一
品
目
相
違
を
来
す
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
若
千
の
例
外
は
あ
る
に
せ
よ
、

一
般
に
晴
唐
年
嵩
規
定
か
ら
の
甚
し
い
逸
脱
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
念
の
為
に
附
言
す
れ
ぼ
、
『
文
苑
英
華
』
・
『
欽
定
全
唐
文
』
等
は
詩

文
集
と
い
う
性
格
上
、
四
品
以
下
の
官
人
の
墓
誌
・
神
道
碑
等
も
各
々
一
個
の
対
等
な
作
品
と
し
て
数
多
収
載
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
に
は
三
品
以
上
の
如
き
監
護
使
差
遣
の
記
述
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
年
出
土
の
も
の
を
含
め
て
当
時
の
墓
誌
・
神
道

碑
な
ど
の
中
で
大
略
三
品
以
上
に
限
っ
て
監
護
使
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ら
が
後
世
の
編
纂
史
料
で
な
い
だ
け
に
、
こ
の
監
護

使
が
正
し
く
階
唐
監
事
規
定
に
基
づ
い
て
差
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
鹿
去
者
の
鷹
野
と
い
う

点
に
お
い
て
階
唐
監
喪
規
定
は
よ
く
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
看
饗
し
う
る
の
で
あ
る
。
猶
、
麗
去
者
に
は
「
大
臣
」
の
み
な
ら
ず
王
・
公
主
な
ど

の
皇
子
女
も
勘
か
ら
ず
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
が
何
ら
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
こ
と
は
後
述
す
る
（
第
四
章
）
。

　
第
二
に
監
護
使
の
官
職
に
つ
い
て
。
晴
唐
監
喪
規
定
に
よ
れ
ば
鴻
櫨
寺
官
人
（
卿
・
少
卿
・
丞
）
が
監
護
喪
事
を
担
当
す
る
が
、
実
態
上
果

し
て
鴻
櫨
寺
官
人
が
監
護
使
を
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
観
点
か
ら
第
1
表
を
概
観
す
る
と
、
階
代
を
除
い
て
は
非
鴻
臆
寺
官
人
に
よ

る
監
護
使
が
む
し
ろ
一
般
で
あ
っ
た
か
の
如
く
看
倣
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
か
よ
う
な
概
観
を
も
っ
て
直
ち
に
〃
監
護
使
担
当
者
の
官
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職
に
関
す
る
限
り
階
唐
監
喪
規
定
は
階
代
を
除
き
概
ね
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
”
と
評
す
る
の
は
早
計
に
過
ぎ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
ぽ
、
仔
細
に
検
討
し
て
ゆ
く
と
上
代
に
お
い
て
も
僅
少
乍
ら
鴻
臆
寺
官
人
に
よ
る
監
護
使
が
存
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
「
摂
鴻
鵬
卿
」
（
「
摂

　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

大
鴻
櫨
」
・
「
摂
同
文
正
善
」
・
「
摂
鴻
鷹
少
卿
」
）
に
よ
る
監
護
使
担
当
例
の
存
在
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
摂
鴻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

臆
卿
」
と
は
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
他
司
の
官
人
が
臨
時
に
鴻
鷹
寺
の
職
務
を
代
行
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
第
1
表
に
は
便
宜
上

「
摂
鴻
臆
卿
」
の
如
く
記
し
て
お
い
た
が
、
現
に
史
料
上
に
は
例
え
ば
左
の
如
く
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
⑰
傍
令
下
工
部
尚
書
閻
立
徳
摂
二
鴻
瞳
三
一
監
護
鉛

　
⑳
勿
令
下
京
官
四
品
五
贔
内
一
人
摂
二
鴻
櫨
三
一
監
護
h

即
ち
、
⑰
で
は
工
部
尚
書
閻
無
徳
が
、
ま
た
⑳
で
は
京
官
四
品
或
は
五
品
の
中
か
ら
一
名
が
、
各
々
鴻
櫨
卿
の
職
務
を
代
行
す
る
形
で
監
護
使

に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
監
護
使
任
命
に
際
し
て
の
か
よ
う
な
摂
官
は
「
摂
鴻
暇
卿
」
以
外
に
は
全
く
存
し
な
い

こ
と
に
も
留
意
せ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。

　
さ
す
れ
ぼ
、
吾
人
は
こ
の
「
燧
煙
瞳
卿
」
の
所
在
に
よ
っ
て
、
昇
等
の
み
な
ら
ず
唐
手
に
お
い
て
も
監
護
使
は
あ
く
ま
で
も
鴻
囎
寺
官
人
に

よ
っ
て
担
当
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
原
則
の
厳
存
を
確
認
し
う
る
の
で
あ
る
。
「
摂
鴻
櫨
卿
」
と
は
か
か
る
原
則
を
前
提
と
し
て
始
め
て
講

ぜ
ら
れ
る
便
法
に
外
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
唐
代
に
お
い
て
も
監
護
使
は
藍
隈
寺
官
人
が
担
当
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
そ
の
原
則
に
従
っ
て
実
際

に
鴻
櫨
寺
官
人
を
監
護
使
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
そ
れ
が
計
わ
訟
場
合
は
諸
他
の
官
人
を
以
て
鴻
騰
寺
の
職
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
代
行
せ
し
め
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
こ
れ
も
ま
た
一
時
的
乍
ら
あ
く
ま
で
鴻
騰
寺
官
人
と
し
て
の
監
護
使
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
尤
も
、
か
か
る
諸
他
の
官
人
に
よ
る
監
護
使
担
当
に
つ
い
て
「
摂
鴻
櫨
卿
」
の
如
く
明
記
す
る
史
料
は
全
体
の
中
で
は
少
数
に
属
す
る
。
し

か
し
乍
ら
、
こ
こ
に
お
い
て
注
意
を
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
監
護
使
任
命
を
伝
え
る
史
料
の
大
半
が
墓
誌
・
神
道
碑
・
正
史
列
伝
な
ど
の
類

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
ら
は
本
来
生
前
の
官
歴
・
行
状
な
ど
を
中
心
に
故
人
に
つ
い
て
の
讃
辞
的
叙
述
を
行
う
こ
と
を
旨
と
す
る
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も
の
で
あ
り
、
そ
の
故
人
の
葬
儀
に
お
い
て
監
護
使
が
如
何
に
任
命
さ
れ
た
か
の
如
き
は
そ
の
主
旨
と
直
接
関
係
な
い
の
で
あ
る
。
抑
も
、
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

護
使
任
命
の
事
実
す
ら
記
さ
れ
ぬ
場
合
も
恐
ら
く
は
砂
く
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
記
さ
れ
た
と
し
て
も
贅
言
を
費
さ
ぬ
の
が
む
し
ろ
一
般
で
あ

っ
た
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
監
護
使
任
命
の
事
実
が
簡
潔
に
記
さ
れ
れ
ば
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、
監
護
使
が
誰
人
で
あ
る
か
と
惑
う
こ
と
す
ら

省
略
し
て
毫
も
支
障
な
く
、
実
際
第
1
表
を
見
て
も
か
よ
う
な
例
は
多
い
の
で
あ
る
。
況
や
、
そ
の
監
護
使
が
諸
他
の
官
人
に
よ
る
鴻
薩
寺
職

務
の
代
行
で
あ
る
旨
ま
で
敢
て
記
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
剰
え
、
当
時
か
か
る
職
務
代
行
が
一
般
で
あ
り
常
識
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
尚
更
に
省

か
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
叙
上
の
史
料
的
性
格
に
注
意
を
致
す
な
ら
ば
、
吾
人
は
史
料
上
に
顕
わ
れ
た
る
監
護
使
担
当
者
の
多

様
性
に
幻
惑
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
た
と
い
詐
害
寺
官
人
に
非
ず
と
も
臨
時
に
や
は
り
鴻
鷹
寺
官
人
と
し
て
、
即
ち
「
摂
鴻

臆
卿
」
と
し
て
監
護
使
の
任
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
倖
に
し
て
省
略
を
免
れ
た
史
料
に
よ
っ
て
推
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
事
実
第
1
表
に

お
い
て
麗
芸
者
を
監
護
使
担
当
者
に
よ
っ
て
鴻
臆
寺
官
人
・
「
画
聖
櫨
卿
」
・
上
記
の
明
示
な
き
諸
他
官
人
の
如
く
三
群
に
分
類
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
問
に
際
立
っ
た
相
異
は
何
ら
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
猶
、
附
言
す
れ
ば
、
八
世
紀
初
頭
以
降
は
一
般
に
吉
兆
府
－
長
安
・
萬
年
両
県
と
河
南
府
…
河
南
県
の
如
き
東
西
両
都
を
そ
の
管
轄
下
に
お

く
官
司
の
官
人
（
サ
・
楽
書
－
令
）
が
監
護
使
の
任
に
就
く
傾
向
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
鴻
臆
寺
（
卿
）
職
務
の
代
行
を
そ
れ
ま
で
不
特
定
官

司
官
人
に
命
じ
て
い
た
も
の
を
都
城
管
掌
官
司
宮
人
に
収
敏
せ
し
め
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
亮
去
者
の
居
地
及
び
葬
地
が
多
く
両

都
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
こ
と
と
恐
ら
く
は
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
か
か
る
任
命
の
傾
向
が
わ
が
国
に
も
或
は
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
及
ぼ
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
が
、
こ
の
新
傾
向
に
つ
い
て
論
及
す
る
余
裕
は
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
か
か
る
傾
向
の
顕
著

な
時
期
に
あ
っ
て
も
自
余
の
官
人
に
よ
る
監
護
使
担
当
例
の
存
す
る
こ
と
と
⑯
の
事
例
と
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
這
般
の
都
城
管
掌
官
司
官

人
に
よ
る
監
護
使
も
ま
た
や
は
り
鴻
櫨
寺
（
卿
）
職
務
の
代
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
か
く
し
て
、
龍
顔
代
を
通
じ
て
監
護
使
は
あ
く
ま
で
鴻
櫨
寺
富
人
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
原
則
が
看
取
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
い
う
ま
で
も
な
く
か
か
る
原
則
の
法
源
は
晴
唐
監
喪
規
定
そ
の
も
の
に
柔
な
ら
な
い
。
即
ち
、
監
護
使
の
官
職
と
い
う
点
に
お
い
て
も
本
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上代監喪使考（虎尾）

規
定
は
如
上
の
限
り
で
緩
漫
乍
ら
一
応
遵
守
さ
れ
た
と
看
倣
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
監
護
使
の
員
数
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
知
ら
れ
る
限
り
階
揚
代
を
通
じ
て
大
半
は
一
名
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
複
数
の
場
合

も
⑳
の
四
名
を
除
い
て
全
て
二
名
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
殆
ど
の
事
例
に
お
い
て
後
一
名
に
史
料
上
「
副
（
使
）
」
・
「
介
」
な
ど
と
附
記
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
逆
に
監
護
使
は
本
来
一
名
を
原
則
と
し
、
麗
去
者
の
地
位
に
よ
っ
て
大
規
模
な
葬
儀
の
予
定
さ
れ
る
場
合
に

限
り
特
例
的
に
補
佐
一
名
の
増
員
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
に
複
数
名
の
監
護
使
が
任
じ
ら
れ
た
亮
去
者
に
は
王
・
公
主
及
び

　
⑮

外
戚
が
多
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
監
獄
使
の
姓
名
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
そ
の
員
数
に
つ
い
て
だ
け
は
二
人
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
先
の
原
則
の
所
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
而
し
て
、
か
く
監
護
使
の
員
数
が
通
常
原
則
的
に
一
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
や
は
り
先
の
晴

出
監
喪
規
定
に
お
け
る
監
護
使
（
鴻
詩
話
官
人
）
が
一
名
で
あ
る
こ
と
と
よ
く
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
規
定
は
監
護
使
の
員

数
と
い
う
点
に
お
い
て
も
ま
た
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
看
倣
し
て
差
支
え
な
い
。

　
以
上
、
第
1
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
晴
唐
監
護
使
の
実
態
に
若
千
の
検
討
を
加
え
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
落
去
者
の
官
品
・
監
護
使
の
官
職

及
び
そ
の
員
数
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
先
の
岩
窟
監
喪
規
定
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
は
と
も
か
く
、
大
勢
と
し
て
は
緩
漫
乍
ら
遵
守
さ
れ

て
い
る
と
評
し
て
よ
い
。
即
ち
、
随
唐
に
お
け
る
監
護
使
は
監
喪
規
定
に
準
じ
て
大
略
散
富
三
品
以
上
の
擁
去
者
を
対
象
に
本
官
ま
た
は
摂
官

の
鴻
臆
寺
官
人
一
名
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
猶
、
叙
上
の
実
態
所
見
に
よ
っ
て
も
、
わ
が
国
が
母
法
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

唐
永
徽
令
に
開
元
七
年
令
と
大
略
同
様
の
監
喪
規
定
が
存
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。

　
さ
れ
ぼ
、
か
か
る
監
獄
規
定
を
直
模
直
訳
的
に
継
受
し
大
略
同
様
の
規
定
を
有
す
る
わ
が
国
の
群
書
使
の
実
態
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
階
唐

に
お
け
る
所
見
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
章
を
更
め
て
こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
①
　
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
（
昭
和
入
合
）
八
＝
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
』
所
収
、
昭
和
三
八
年
）
が
指
摘
し
、
近
年
熊
谷
公
男
「
治
部
省
の
成
立
」
（
前

　
②
　
懸
想
政
次
郎
『
律
令
の
研
究
』
（
昭
和
六
年
）
一
四
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揚
）
が
重
ね
て
確
認
さ
れ
た
如
く
わ
が
理
官
・
治
部
省
は
基
本
的
に
は
唐
尚
書
省

　
⑧
　
仁
井
国
陞
『
唐
令
拾
遺
』
（
前
掲
）
八
＝
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
都
に
範
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
令
文
の
治
定
か
ら
明
か
な
如
く
結
果

　
④
夙
に
内
藤
乾
吉
「
近
江
令
の
法
官
・
理
官
に
つ
い
て
」
（
同
『
中
国
法
制
史
考
　
　
的
に
は
鴻
山
寺
の
職
掌
を
も
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
｝
例
と
し
て
雑
令
造
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僧
尼
華
甲
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
（
『
唐
令
拾
遺
拙
八
五
九
頁
参
照
）
。
猶
、
唐

　
令
の
「
鴻
臆
寺
官
人
」
を
「
治
部
省
宮
人
」
に
置
換
し
た
の
は
治
部
省
が
職
掌
に

　
　
「
喪
葬
」
を
有
す
る
（
養
老
職
員
令
治
部
省
条
）
故
で
あ
る
こ
と
嘗
め
て
喋
々
す

　
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

．
⑤
第
1
表
⑫
の
嚢
希
惇
は
斉
州
長
史
を
極
官
と
し
た
故
、
そ
の
散
官
は
従
五
品
上

　
か
と
推
測
さ
れ
る
。
彼
は
既
に
永
徽
元
年
（
六
五
〇
）
に
死
去
し
て
お
り
、
鍛
龍

　
三
年
の
監
護
使
差
遣
は
同
じ
く
既
に
乾
封
二
年
（
六
六
七
）
に
死
去
し
て
い
る
夫

　
人
京
兆
難
氏
と
の
合
葬
に
際
し
て
と
ら
れ
た
措
概
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
当
時
嫡

　
孫
襲
巽
が
論
宗
二
女
宜
誠
公
主
を
業
主
（
『
唐
翠
玉
』
巻
六
公
主
）
し
て
皇
帝
の
女

　
婿
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
例
外
的
な
優
遇
措
置
と
看
敬
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
⑳
の
鉛
色
（
柳
宗
元
の
父
）
は
殿
中
侍
御
史
を
極
官
と
し
た
故
、
そ
の
散
官

　
は
従
七
品
上
か
と
推
測
さ
れ
、
か
く
の
如
き
埠
官
に
対
し
て
監
護
使
が
差
遣
さ
れ

　
た
こ
と
は
例
外
中
の
例
外
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
監
護
使
に
上
司
た
る
殿
中

　
監
が
起
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
抑
も
諸
他
の
第
例
と
同
日
に
扱
う
こ
と

　
　
に
疑
問
の
余
地
も
な
い
で
は
な
い
。

⑥
鴻
…
臨
寺
は
愛
心
元
年
（
六
八
四
）
に
司
賓
寺
と
改
称
さ
れ
神
智
元
年
（
七
〇
五
）

　
旧
に
復
し
た
（
『
通
語
』
）
。
従
っ
て
第
1
表
⑭
に
見
え
る
「
司
賓
獅
」
は
鴻
櫨
卿

　
　
と
同
官
で
あ
る
。

⑦
大
鴻
櫨
は
鴻
臆
寺
・
鴻
櫨
卿
の
古
称
で
あ
り
（
『
通
典
』
）
随
唐
代
に
お
い
て
も

　
屡
女
用
い
ら
れ
る
。

⑧
鴻
櫨
寺
は
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
に
同
文
寺
と
改
称
さ
れ
威
享
元
年
（
六
七
〇
）

　
　
旧
に
復
し
た
（
『
通
典
』
）
。

⑨
　
摂
官
に
つ
い
て
は
左
の
如
き
逸
話
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
唐
代
の

　
　
故
ぶ
に
よ
れ
ば
三
公
冊
拝
に
お
い
て
は
中
書
令
が
寄
書
を
宣
読
し
門
下
侍
中
が
牽

　
　
領
し
、
も
し
両
官
に
支
障
あ
ら
ば
宰
絹
が
そ
の
官
を
「
摂
」
す
る
と
さ
れ
て
い

　
　
た
。
と
こ
ろ
が
貞
元
三
年
（
七
八
九
）
李
晟
を
三
公
の
一
た
る
太
尉
に
羅
拝
す
る

　
　
に
及
び
か
ね
て
拳
畿
と
は
不
和
の
間
柄
に
あ
っ
た
宰
相
（
岡
上
番
門
下
袖
章
黙
）

　
張
延
賞
は
そ
の
礼
を
軽
辱
せ
ん
と
し
て
宰
相
な
ら
ぬ
兵
部
尚
書
を
し
て
申
書
令
を

　
摂
晒
せ
し
め
世
の
批
難
を
受
け
た
と
い
う
（
『
礪
細
論
』
張
延
賞
伝
）
。
而
し
て
、

　
抑
も
か
か
る
摂
官
が
な
さ
れ
た
の
は
外
な
ら
ぬ
李
晟
が
既
に
中
省
令
を
兼
官
し
て

　
い
た
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
中
譲
令
に
よ
る
冊
書
宣
読
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ

　
た
か
ら
で
あ
る
。

⑩
　
例
え
ば
第
1
袈
⑯
の
場
合
、
大
鴻
櫨
劉
知
柔
が
「
持
レ
節
電
レ
書
赴
弔
」
し
た
た

　
め
に
京
兆
歩
縮
瞳
が
鴻
櫨
卿
を
摂
顕
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
（
『
文
苑
英
華
』
巻

　
九
三
三
・
『
新
唐
書
』
巻
八
三
）
。

⑪
　
第
聖
王
⑪
は
階
末
の
権
臣
王
充
が
皇
帝
を
借
号
し
て
畳
畳
に
建
国
す
る
も
卒
爾

　
と
し
て
滅
亡
さ
せ
ら
れ
る
鄭
（
『
廻
書
』
巻
八
五
）
の
事
例
で
あ
る
（
「
開
明
」
は

　
鄭
の
年
号
）
が
、
か
く
官
制
の
具
備
す
ら
疑
わ
し
い
「
国
家
」
に
お
い
て
も
「
鴻

　
臨
少
卿
」
が
監
護
使
を
担
当
し
た
と
認
さ
れ
て
い
る
纂
実
は
少
く
と
も
晴
代
に
お

　
け
る
扇
動
寺
と
監
護
使
と
の
密
接
な
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

⑫
　
同
人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
墓
誌
・
紳
道
碑
に
監
護
使
任
命
の
寮
実
が
記
さ
れ
て

　
い
る
に
も
拘
ら
ず
正
史
列
伝
に
そ
れ
を
敏
く
例
は
枚
挙
に
遙
な
き
程
で
あ
る
が
、

　
そ
の
逆
の
例
も
存
す
る
。
即
ち
、
第
1
表
⑳
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
り
、
表
示
の
如

　
く
『
旧
唐
書
』
李
晟
伝
に
は
監
護
使
任
命
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

　
『
金
石
葦
編
』
巻
一
〇
八
及
び
『
欽
定
全
唐
文
』
巻
五
一
二
八
所
収
の
神
道
碑
に
は

　
そ
れ
が
省
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑬
　
第
一
二
章
註
⑥
に
若
干
ふ
れ
る
所
が
あ
る
。

⑭
実
は
階
代
に
お
い
て
も
議
官
に
よ
る
濫
護
が
屡
々
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

　
疑
わ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
開
皇
三
年
（
五
八
三
）
よ
り
同
十
一
年
（
五
九
一
）

　
に
至
る
ま
で
の
間
鴻
魔
寺
は
廃
炉
さ
れ
て
太
常
専
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
（
『
通
典
瞼
）

　
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
間
の
審
例
た
る
第
1
表
①
②
及
び
③
は
全
て
摂
官

　
に
よ
る
監
護
使
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
蕃
習
、
③
の
事
例
は
た
と
い
『
晴
霞
』

　
に
お
い
て
「
鴻
序
し
に
よ
る
監
護
が
行
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
て
も
実
際
に
は

　
　
「
摂
本
内
」
に
よ
る
も
の
も
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
愛
せ
る
の
で
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あ
る
。

⑮
第
1
表
⑲
に
見
え
る
籔
希
琉
の
父
費
甲
声
は
女
を
容
宗
皇
后
と
す
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
帝
室
の
外
戚
と
な
り
、
希
鍼
ら
も
舅
成
た
る
を
以
て
玄
宗
よ
り
甚
し
く
優
寵

　
さ
れ
た
と
い
う
（
『
旧
重
書
臨
巻
一
八
三
）
。
ま
た
、
同
じ
く
⑪
に
見
え
る
王
仁
較

　
は
玄
宗
皇
后
の
父
で
あ
り
、
や
は
り
玄
宗
は
そ
の
故
を
以
て
仁
鮫
を
厚
遇
し
た
こ

　
と
が
知
ら
れ
る
（
同
上
）
。

⑯
殊
に
第
1
表
⑪
の
「
摂
鴻
臆
少
卿
」
が
注
目
さ
れ
る
。
唐
に
お
い
て
は
永
徽
令

頒
行
以
後
儀
鳳
四
年
に
至
る
ま
で
に
二
度
乃
至
三
度
の
捌
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
「
雪
害
醜
少
量
」
の
所
在
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
儀
鳳
四
年
当
時
の
現
行
法

に
お
い
て
は
先
の
開
元
七
年
令
文
と
同
様
に
嘗
品
二
昂
の
死
去
者
に
対
し
て
鴻
腫

少
卿
が
監
護
す
る
旨
の
規
定
が
存
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
關
み
に
、
⑳
の
麗

只
者
泉
男
生
の
職
事
官
は
右
衛
大
将
軍
で
あ
り
、
そ
の
官
署
は
正
三
品
で
あ
る
の

で
、
随
麿
監
喪
規
定
に
い
う
宮
晶
と
は
第
1
表
の
如
く
愚
母
の
そ
れ
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。

上代監爽使考（虎尾）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
監
喪
使
差
遣
例
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
わ
が
正
史
（
『
公
卿
補
任
』
の
一
例
を
含
む
）
に
散
見
す
る
星
羅
使
差
遣
記
事
は
本
稿
冒
頭
に
引
い
た
『
続
日
本
紀
』
文
武
三
年
（
六
九
八
）
七

月
発
酉
条
を
初
見
と
し
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
八
月
黒
垂
条
を
最
後
と
す
る
。
そ
の
間
、
監
喪
使
に
つ
い
て
そ
の
姓
名
・
位
階
・

官
職
等
を
明
記
す
る
記
事
は
三
六
例
を
計
え
る
が
、
そ
の
外
に
例
え
ば
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
五
月
丙
戌
条
の
如
く

　
　
三
品
忍
壁
親
王
麗
、
遣
三
レ
使
監
峯
護
喪
事
「
（
下
略
）

　
と
の
み
記
し
て
監
喪
使
に
つ
い
て
の
具
体
的
記
載
を
敏
く
も
の
も
十
一
例
存
す
る
。
ま
た
、
左
掲
の
『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
四

月
己
酉
条
に

　
　
大
宰
帥
三
品
葛
井
親
王
麗
、
（
中
略
）
朝
廷
因
一
一
循
旧
典
ハ
遣
二
監
喪
使
等
「
（
下
略
）

と
見
え
る
「
監
喪
使
」
は
本
稿
所
称
の
監
上
使
を
指
す
も
の
と
み
て
誤
た
な
い
。
そ
れ
故
、
か
の
十
一
例
及
び
こ
の
「
監
喪
使
」
一
例
も
併
せ

て
計
四
八
例
を
整
理
し
て
第
2
表
に
収
め
る
こ
と
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
既
述
の
如
く
本
稿
は
抑
も
正
史
に
散
見
す
る
監
喪
使
差
遣
記
事
を
わ
が

温
言
規
定
の
適
用
実
例
と
看
歯
し
う
る
か
否
か
を
検
討
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
故
、
以
下
に
は
本
規
定
と
の
関
係
如
何
と
い
う
観
点
か
ら
所

見
の
要
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
先
ず
第
一
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
監
喪
使
差
遣
に
及
ん
だ
亮
去
老
が
若
干
の
例
外
を
除
い
て
全
て
親
王
・
内
親
王
・
大
臣

ユ5（829）



第
2
表

①＠＠＠＠⑥⑦＠＠＠＠⑫＠＠⑯⑯

年
・
月

文
武
3
・
7

大
宝
元
・
正

　
　
　
・
　
7

慶
雲
2
・
5

霊
亀
元
・
7

2
　
・
8

神
亀
元
・
7

　天
　平

75　5
9正103

・
1
1

16　9

閏・

正7

宝
字
元
・
正

宝
亀
2
・
2

西
　
暦

六
九
九

七
〇
一

　
〃

七
〇
五

七
一
五

七
一
六

七
二
四

七
二
八

　
〃

七
三
三

七
三
五

tr

七
三
七

七
四
四

七
五
七

七
七
一

麗

者

位
　
　
階

浄
広
弐

正
広
参

正
二
位

三
　
品

一
　
単

二
　
品

正
三
位

二
　
品

正
三
品

一
　
品

一
　
品

正
一
位

正
一
位

正
一
位

宮
　
　
職

大
納
言

左
大
臣

知
太
政
官
事

夫
　
人

僧
　
正

内
命
婦

左
大
臣

前
右
大
臣

左
大
臣

氏

名

弓
削
皇
子

大
伴
御
行

多
治
比
嶋

忍
壁
親
王

穂
積
親
王

志
貴
親
王

石
川
大
漣
比
売

田
形
内
親
王

義
　
淵

県
主
養
三
千
代

新
田
部
親
王

舎
人
親
王

藤
原
武
智
麻
呂

安
積
親
王

橘
諸
兄

藤
療
永
手

監

喪

官
　
　
職

使

位
　
　
階

浄
広
蜂

直
広
参

直
広
難

従
五
位
下

従
五
位
下

従
四
位
上

従
五
位
上

従
四
位
下

正
五
位
下

従
三
位

正
四
位
下

正
四
位
下

従
四
位
下

従
四
位
下

従
三
位

従
四
位
下

従
四
位
下

従
四
位
下

従
四
位
上

従
五
位
下

正
四
位
下

従
四
位
上

従
四
位
下

右
少
弁

治
部
少
輔

　　　　　v

刑
部
卿

右
大
弁

越
中
守

民
部
大
輔

左
大
弁

右
中
弁

氏
　
　
名

大
石
王

路
大
人

榎
井
倭
学
呂

波
多
腰
早

大
宅
金
腐

石
上
石
庭

小
野
馬
養

六
人
部
王

県
犬
養
筑
紫

阿
倍
広
庭

石
川
石
足

石
川
石
門

高
安
王

高
安
王

鈴
鹿
口

中
除
名
代

大
市
王

紀
飯
麻
呂

紀
飯
麻
呂

石
川
豊
人

田
中
多
太
麻
呂

佐
伯
今
毛
人

大
伴
伯
麻
呂

備
　
　
考

等等等等

＊

出
　
典

続
紀

側認　仙
nVL’肌

紀聞

〃1コ　仙
屍Pt窟五

紀聞
続
山

続
紀

続続続続
紀紀紀紀

続
紀

続
紀

続
紀

続
紀

続
紀
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上代監喪使考（虎尾）
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　　弘大
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@　3　4　15
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P0　　　8　5　7
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弓
7

入　　八　　八八
�j　　一　　　一一
Z　　八　　七五

　　八八七〃　　～〇九

@　二九六

七　　　　七　　　　　　七七　　七
ｪ　　　　八　　　　〃　　八七　　七
ｪ　　　　　四　　　　　　　　一八　　　三

七
七
二

光従四二売　二

ﾛ位品品晶

従　　莞三正二ニ　　　　　　ニ

ﾊ　　晶晶位

従　　　　従　　　　三　　三三　　二
O　　　　　三…三

ﾊ　　　　位　　　　品　　品品　　品
四
品

右治
蜩s
b卿

右　　　　　右
蛛@　　　　大
b　　　　，臣

夫　　　　尚

@　　蔵l　　　　兼

@　　尚
@　　侍

駿藤坂朝甘業河原本原南子

煢?親内備内e人王親内親王　　　王親王

@　　王

藤　　旛高藤原　　勢窓原

增@　内内継
メ@　親親縄
C　　王王

藤　　　　阿　　　　棘　　能坂　　難
ﾇ　　　　倍　　　　田　　登合　　波
ｷ　　　　古　　　親　　内部　　内
q　　　　美　　　ヨ三　生内　　親
@　　奈　　　　　　王親　　王
@　　　　　　　　王

衣
縫
内
親
王

従　従従従　　　　正
l　三　五五　　　　四
ﾊ潮位位　　　　位
ｺ　　　下下　　　　下

正　外従　従　従従従従正従正韻正従三　従五　三　四四四四四四四四五四

ﾊ　五位　位：位位位伎位位位位位位
@位上　　　下下上下下下下下上下　下

右兵参　　玄
桾煤@　　蕃
蜍ﾊ議　　頭
v

霊堂澄騨鱗羅　　　　　夫

藤藤　文弟　　　　壱
ｴ　原　室村　　　　志
蜩齧哩､　継濃嗣　主　嗣　　　兄　王

零　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

等
　
四
人
＊

等

後後紀紀紀後
ｱ魎略四四紀

後　　後紀補
I　　莞i己略任

幽融　　　　　　　　　耐ご　　　　　　　　吻17　　　　弛　くト幽　　　　　枢脅
i　　　　　　就　　　　　　π兜　　　砂藍視　　　幌
ﾋ己　　　　　　　嬉野　　　　　　　宗己　　　派己紀　　　　浄己

続
紀
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⑧㊥＠＠⑱⑳⑩＠＠

年
　
　
月

承
和
元
・
2

・
　
4

6　4

4　10

7
　
・
　
7

8
　
・
4

Q
μ
　
・
　
0
◎

・
1
0

14

E
2

西
　
暦

八
三
四

11

八
三
七

八
三
九

八
四
〇

八
四
一

八
四
二

n
八
四
七

莞

去

位
　
　
階

三
　
品

禿
　
品

従
二
位

従
四
位
下

従
二
位

三
　
品

光
　
品

三
　
品

莞
　
品

官
　
　
職

右
大
臣

女
　
御

右
大
臣

弾
正
困

者氏

名

明
日
香
親
王

貞
子
内
親
王

清
原
夏
野

藤
原
沢
子

藤
原
三
守

高
津
内
親
王

恒
温
親
王

阿
保
親
王

時
子
内
親
王

監

喪

位
　
　
階

従
四
位
下

従
四
位
下

従
四
位
下

正
五
位
下

従
五
位
上

従
五
位
下

従
四
位
下

従
五
位
下

従
四
位
下

従
珊
位
下

従
五
位
上

従
五
位
下

従
五
位
下

従
圏
位
下

従
五
位
下

従
五
位
下

従
四
位
上

従
五
位
上

従
五
位
上

従
五
位
下

従
四
位
上

従
四
位
下

従
五
位
上

従
五
位
下

従
四
位
下

官
　
　
職

刑
部
大
輔

治
部
大
輔

勘
解
由
長
官

兵
部
少
輔

常
陸
介

左
京
亮

左
京
大
央

少
納
言

参
議

左
大
弁

式
部
大
輔

散
位

中
務
少
輔

正
親
正

（
右
馬
頭
）

右
少
弁

勘
解
由
長
官

治
部
少
輔

玄
蕃
頭

右
京
亮

右
衛
門
督

右
京
大
夫

兵
部
大
輔

使氏

名

紀
深
江

和
気
仲
世

藤
原
雄
敏

安
倍
安
仁

永
野
王

吉
閨
書
主

藤
原
文
山

藤
原
秋
常

完
倍
安
仁

藤
原
衛

藤
原
宗
成

笠
数
道

美
志
真
王

坂
上
清
野

藤
原
氏
宗

林
常
継

和
気
仲
世

藤
原
菊
池
麻
呂

有
雄
王

林
常
継

藤
原
助

田
口
佐
波
主

藤
原
宗
成

路
永
名

豊
江
王

備
　
　
考

丼
五
位
二
人

＊

出
　
典

続
後

続
後

続続
後後

続
後

続
後

続
後

続
後

続
後

18　（832）



上代監喪使考（虎尾）

⑬＠＠⑯＠＠

・
1
2

嘉
祥
2　15

正5

3
　
・
2

　
　
　
・
　
4

貞
観
6
・
8

〃

八
四
八

八
四
九

八
五
〇

八
六
四

従
二
位

従z
需品

莞
　
贔

三
　
晶

帯
三
位

霜
大
臣

尚
　
侍

女
　
御

橘
氏
公

崇
子
内
親
王

百
済
慶
命

秀
子
内
親
王

葛
井
親
王

藤
原
頁
子

従
四
位
上

従
五
位
下

従
五
位
下

従
四
位
上

従
四
位
下

従
四
位
下

従
匹
位
上

従
五
億
下

従
五
位
下

従
五
位
下

従
四
位
上

従
闘
位
下

従
五
位
上

従
五
位
下

正
四
位
下

従
四
位
下

弾
正
大
弼

兵
部
少
輔

左
京
亮

参
　
議

式
部
大
輔

治
部
大
輔

兵
部
大
輔

兵
部
大
輔

左
京
亮

兵
部
大
輔

木
工
頭

右
京
亮

左
京
亮

散

位

大参
蔵
卿議

橘
永
名

大
和
吉
直

飯
高
永
雄

滋
野
貞
主

房
世
董

豊
江
王

豊
江
王

美
志
真
王

藤
原
緒
数

飯
高
永
雄

豊
江
王

興
世
警
主

橋
枝
童

飯
高
永
雄

弘源
宗

王生

井
五
位
三
人

監
喪
二

八
後

続六
四後

続
後

三文
実実

備
考
欄
の
＊
印
は
難
喪
使
に
つ
い
て
の
具
体
的
記
載
（
位
階
・
氏
名
な
ど
）
を
歓
く
も
の
。

も
し
く
は
三
位
以
上
帯
位
者
で
あ
る
点
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
は
殆
ど
わ
が
監
喪
規
定
の
適
用
対
象
に
該
当
す
る
の
で
あ
り
、

し
か
も
本
規
定
の
用
語
た
る
「
監
護
喪
事
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
見
わ
が
国
の
監
喪
使
が
先
の
晴
唐
と
同
様
わ
が
監
喪
規
定

に
基
づ
い
て
差
遣
さ
れ
た
か
の
如
く
に
思
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
　
こ
こ
で
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
監
喪

使
の
こ
と
は
編
纂
史
料
た
る
正
史
（
及
び
正
史
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
『
公
卿
補
任
』
）
に
の
み
見
え
墓
誌
な
ど
の
一
次
史
料
に
は
一
切
顕

わ
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
階
唐
と
の
大
き
な
史
料
的
相
違
が
存
す
る
。
ま
た
亮
思
者
の
身
分
を
今
少
し
仔
細
に
見
て
ゆ
く
と
、
親

王
・
内
親
王
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
次
で
大
臣
（
前
官
を
含
む
）
・
高
級
宮
人
の
順
に
な
る
が
、
大
臣
以
外
の
三
位
以
上
男
官
が
浄
御
原
令
制

19　（833）



　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
③

下
の
大
納
言
（
②
）
と
僧
正
（
⑨
）
を
除
い
て
全
く
顕
わ
れ
な
い
こ
と
も
不
審
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
如
く
監
喪
使
の
実
体

を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、
と
も
か
く
も
以
上
の
階
唐
と
の
史
料
的
相
異
や
所
冤
上
の
不
審
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
先
の
所
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
正
史
に
お
け
る
監
孟
春
差
遣
記
事
の
群
鳥
者
が
監
喪
規
定
の
適
用
対
象
者
に
該
当
し
、
ま
た
彼
ら
に
対
す
る
何
が
し
か
の
措
置
が
「
監
護
喪

事
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
次
で
第
二
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
知
ら
れ
る
限
り
監
喪
使
と
し
て
差
遣
さ
れ
た
官
人
の
大
半
が
宝
治
部
官
人
で
あ
り
、
剰

え
そ
の
員
数
も
殆
ど
が
二
名
以
上
の
複
数
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
中
、
後
老
に
つ
い
て
念
の
為
に
附
言
し
て
お
け
ば
、
差
遣
記
事
に

お
い
て
監
労
使
の
官
人
名
が
一
名
し
か
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
多
く
は
そ
の
姓
名
の
下
に
「
等
」
字
や
「
井
五
位
三
人
」
の
字
句
が

附
加
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
そ
の
一
名
を
含
む
複
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
煮
魚
に
お
い
て
多
く
一
名
を
示
す
表
現
が
と

ら
れ
た
こ
と
と
正
し
く
対
照
的
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
猶
、
員
数
の
明
示
さ
れ
て
い
る
諸
例
を
今
一
度
眺
め
て
み
る
と
、
そ
の
大
半
が
二
名

も
し
く
は
四
花
の
五
位
以
上
官
人
で
あ
る
こ
と
も
監
扇
使
の
実
体
解
明
上
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
も
後
述
に
譲
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
ま
れ
、
か
か
る
所
見
は
先
の
監
喪
規
定
と
著
し
く
乖
離
し
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
規
定
に
お
い
て
監
護
喪
事
は
一

へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

名
の
治
部
官
人
が
担
当
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
、
前
章
に
お
い
て
み
た
如
く
晴
々
に
お
い
て
も
複
数
の
非
鴻
櫨
寺

官
人
に
よ
る
監
護
喪
事
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
彼
地
に
あ
っ
て
は
基
本
的
に
「
鴻
臆
面
官
人
一
名
」
の
原
則
が
維
持
さ
れ
て

い
た
と
看
嘉
し
う
る
こ
と
も
ま
た
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
わ
が
国
の
実
態
に
お
い
て
「
治
部
官
人
一
名
」
の
原
則
を
認
め
る
こ

と
は
史
料
上
不
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
か
く
し
て
、
第
2
表
よ
り
抽
出
さ
れ
た
る
知
見
を
併
考
す
る
と
、
正
史
に
散
見
す
る
「
監
護
酒
事
」
は
、
そ
の
対
象
麗
富
者
に
つ
い
て
は
喪

葬
令
面
上
規
定
に
該
当
し
乍
ら
、
担
当
老
に
つ
い
て
は
同
規
定
と
全
く
相
違
し
て
不
特
定
の
非
治
部
官
人
複
数
名
た
る
こ
と
が
一
般
で
あ
っ
た

と
看
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
来
治
部
宮
人
一
名
が
専
当
す
べ
き
監
護
心
事
は
行
わ
れ
ず
代
っ
て
非
治
部
官
人
複

数
名
が
「
監
護
喪
事
」
（
と
正
史
が
称
す
る
任
務
）
を
担
当
し
た
と
い
う
意
味
で
の
法
と
実
態
と
の
乖
離
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
乍
ら
、
こ
こ
で
慎
重
を
要
す
る
の
は
、
右
の
論
定
は
監
喪
規
定
に
い
う
監
護
喪
事
と
正
史
に
い
う
「
監
護
無
事
」
と
が
同
内
容
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
両
老
は
内
容
的
に
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

起
す
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
抑
も
監
喪
規
定
に
お
け
る
監
護
喪
事
の
具
体
的
内
容
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
か
か
る
疑
念
自
体
空
虚
と
い
え
な
く

も
な
い
。
し
か
し
、
治
部
官
人
に
よ
る
監
護
喪
事
が
凶
礼
管
掌
富
司
と
し
て
の
治
部
省
の
職
能
に
適
合
し
て
お
り
、
従
っ
て
個
別
の
行
政
部
門

を
個
別
の
官
司
が
担
愛
す
る
律
令
行
政
方
式
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
楽
然
治
部
官
人
に
よ
る
監
護
喪
事
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も

実
際
に
は
殆
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
令
に
規
定
さ
れ
た
監
護
理
事
は
一
名
に
よ
っ
て
担
当
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

史
に
お
け
る
「
監
護
喪
事
」
は
複
数
名
に
よ
っ
て
担
当
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
が
治
部
省
職
務
の
単
な
る
代
行
と
は
考
え
に
く

い
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
監
難
処
の
差
遣
は
大
宝
令
前
浄
御
混
令
制
下
に
お
い
て
も
行
わ
れ
（
第
2
表
①
②
）
、
そ
れ
ら
が
浄
雪
原
令
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
様
態
が
大
宝
令
制
以
降
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
逆
に
大
宝
令
制
以
降
の
監

喪
使
が
少
く
と
も
大
宝
令
前
の
何
ら
か
の
古
制
に
基
づ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
以
上
の
諸
点
を
勘
案
す
れ
ぱ
、
先
の
疑
念
は
や
は
り
こ
れ
を

否
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
前
章
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
わ
が
欝
欝
使
の
実
態
と
晴
唐
監
護
使
の
そ
れ
と
が
全
く
様

相
を
異
に
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
か
か
る
疑
念
を
一
層
強
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
大
略
同
様
の
監
喪
規
定
の
下
に
あ

り
乍
ら
、
晴
唐
に
お
い
て
は
大
方
こ
れ
が
遵
守
さ
れ
、
一
方
わ
が
国
に
お
い
て
は
逆
に
大
方
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
（
乖
離
し
て
い
る
）
と
い
う

事
実
は
、
わ
が
国
の
正
史
に
お
け
る
「
監
護
喪
事
」
が
階
唐
諸
史
料
に
お
け
る
「
監
護
喪
事
」
と
内
容
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
す
る
と
同
時
に
、
畢
寛
わ
が
喪
葬
寒
詣
喪
規
定
の
監
護
盛
事
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
次

章
で
は
如
上
の
疑
念
を
抱
懐
し
つ
つ
監
喪
使
の
実
体
を
追
求
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
①
　
『
公
卿
補
住
』
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
条
藤
原
継
縄
尻
付
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
或
は
参
議
従
四
位
下
機
原
乙
叡
を
か
く
誤
ま
れ
る
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、

　
　
　
七
月
十
六
日
麗
、
（
中
略
）
認
遣
下
二
参
木
継
鯉
川
四
人
物
監
巾
護
言
様
噛
（
下
略
）
　
　
　
　
後
考
に
倹
ち
て
暫
く
措
く
。
猫
、
『
日
本
後
紀
』
同
年
七
月
乙
巳
条
の
継
縄
死
去

　
　
と
記
ざ
れ
て
い
る
。
尤
も
底
本
所
注
の
頭
書
が
「
三
木
継
兄
不
レ
見
、
公
卿
補
任
　
　
　
　
　
記
事
で
は
単
に
「
遣
使
監
護
濡
事
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
故
、
こ
こ
で
は
員
数

　
　
如
何
」
と
誘
る
如
く
、
当
時
の
参
議
に
「
継
兄
」
に
該
当
す
る
入
物
は
見
出
し
え
　
　
　
　
　
を
記
す
『
公
卿
補
任
隔
を
採
る
。
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②
　
こ
の
事
例
が
例
外
に
属
す
る
こ
と
は
本
稿
の
所
論
に
よ
っ
て
明
か
に
な
る
が
、

　
別
に
第
典
章
註
⑲
に
お
い
て
要
理
喬
及
す
る
。

③
　
『
続
日
本
紀
』
神
亀
五
年
十
月
壬
午
条
に
よ
れ
ば
、
義
淵
に
対
し
て
は
監
喪
使

　
が
差
遣
さ
れ
る
と
共
に
鱒
物
が
贈
与
さ
れ
た
。
即
ち
「
維
一
百
疋
・
統
二
菅
絢
・

　
綿
三
百
屯
・
布
二
百
端
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
、
総
は
養
老
喪
葬
令
職
事
官

　
条
に
規
定
さ
れ
た
太
政
大
臣
の
要
物
に
お
け
る
緬
五
十
疋
を
遙
か
に
凌
駕
し
、
岡

　
じ
く
布
は
同
数
で
あ
る
。
『
令
集
解
』
同
条
令
釈
所
引
の
治
部
省
例
に
よ
れ
ば
僧

　
正
の
鱒
物
は
正
五
位
（
絶
十
一
疋
・
布
四
十
四
端
・
鉄
二
廷
）
に
準
ず
る
（
大
宝

　
二
年
七
月
四
日
勅
裁
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
如
上
の
義
淵
に
対
す
る
贈
購
が
破
格

　
の
厚
遇
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
監
喪
使
の
差
遣
に
つ
い
て

　
も
例
外
的
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

④
　
官
職
不
明
者
に
お
い
て
も
別
に
叢
話
官
人
の
任
在
官
情
況
を
調
査
す
る
こ
と
に

　
よ
っ
て
、
少
く
と
も
非
治
部
官
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
・
推
定
さ
れ
る
も
の
も
存

　
す
る
。
即
ち
、
官
位
相
当
制
に
準
じ
て
照
合
す
る
と
第
2
表
⑲
の
壱
志
濃
王
（
従

　
四
位
下
）
は
明
か
に
治
部
卿
で
は
な
く
、
ま
た
⑳
軽
風
形
影
（
従
五
位
下
Y
⑭

　
林
常
継
（
従
五
位
下
）
・
⑪
藤
原
宗
成
（
従
五
位
上
）
・
路
永
名
（
従
五
位
下
）
は

　
い
ず
れ
も
治
部
少
輔
で
は
な
い
こ
と
が
、
各
々
治
部
卿
・
治
部
少
輔
の
実
在
に
よ

　
っ
て
確
認
・
推
定
さ
れ
る
。

⑤
「
監
護
」
に
つ
い
て
『
令
集
解
』
喪
葬
令
百
官
在
職
条
古
記
は
「
謂
、
検
校
也
、

　
見
治
也
」
と
し
、
以
下
令
釈
・
『
令
義
解
』
も
狭
険
な
字
義
解
釈
に
と
ど
ま
っ
て

　
い
る
。
ま
た
鯛
に
朱
説
は
「
凡
監
一
曲
喪
事
一
十
、
至
一
襲
所
一
二
事
墨
書
二
監
護
一
者
」

　
と
記
し
て
や
や
審
か
な
る
や
に
思
わ
れ
る
が
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て

　
い
る
に
等
し
い
。
周
知
の
如
く
、
一
般
に
か
か
る
観
念
的
註
釈
は
当
時
の
明
法
諸

　
象
の
多
少
と
も
好
む
所
で
あ
っ
て
何
ら
異
と
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
が
、
半
面
私
は

　
人
の
死
と
い
う
不
可
避
の
事
柄
に
関
す
る
現
実
的
規
定
の
註
釈
に
つ
い
て
何
故
か

　
く
も
観
念
的
な
る
や
を
怪
し
む
者
で
あ
る
。
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第
三
章
監
喪
使
と
葬
司

　
前
章
に
表
示
し
た
如
く
、
わ
が
監
喪
使
は
知
ら
れ
る
限
り
七
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
後
半
に
亘
っ
て
差
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
史
料

上
九
世
紀
に
お
い
て
は
こ
の
監
喪
使
の
差
遣
を
喪
家
が
辞
退
し
た
こ
と
を
示
す
事
例
も
幾
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
左
に
列
挙
し
よ
う
。

ω②（3）

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
（
八
四
三
）
七
月
庚
戌
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

致
仕
左
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
緒
嗣
麗
、
依
レ
例
遣
三
レ
使
監
二
丁
喪
事
ハ
遺
言
不
レ
受
、
（
下
略
）

同
　
右
　
　
　
承
和
五
年
（
八
三
八
）
十
二
月
庚
戌
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

芳
子
内
親
王
嘉
、
嵯
峨
太
皇
大
后
所
レ
誕
第
五
皇
女
也
、
依
二
大
后
旨
ハ
停
二
監
護
使
ハ

『
文
徳
実
録
』
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
六
月
癸
亥
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ

一
晶
大
宰
帥
葛
原
親
王
麗
、
（
中
略
）
朝
庭
右
書
、
葬
儀
如
レ
常
、
王
象
推
謝
、
専
従
回
忌
薄
ハ
不
三
敢
違
二
遺
構
一
也
、
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ω
　

閻
側
　
・
石
　
　
　
　
吝
μ
縮
贈
兀
年
（
八
五
四
）
　
六
月
丙
庸
八
条
（
④
）
・
問
丁
卯
条
（
＠
）

　
　
④
左
大
隠
正
二
位
源
朝
臣
常
鹿
、
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヵ

　
　
＠
贈
二
正
一
位
噴
朝
廷
依
レ
旧
、
遣
二
監
喪
贈
位
使
等
↓
依
レ
有
二
選
鉱
ハ
喪
家
長
男
不
レ
受
、

即
ち
、
先
づ
ω
は
正
し
く
本
稿
所
称
の
監
喪
使
が
故
人
の
遺
言
に
よ
っ
て
辞
退
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
②
の
「
監
護
使
」
と
㈲
∵

ω
の
「
監
喪
（
使
）
」
は
先
々
第
2
表
⑰
の
「
監
筆
使
」
同
様
、
「
監
護
難
事
」
に
由
来
す
る
語
で
あ
り
、
そ
の
対
象
と
な
る
亮
益
者
も
親
王
・

内
親
王
・
左
大
臣
で
あ
っ
て
先
に
見
た
監
喪
使
差
遣
の
諸
例
と
矛
盾
を
来
さ
な
い
。
そ
れ
故
h
こ
れ
ら
も
ま
た
ω
の
如
く
本
稿
自
称
の
監
喪
使

が
辞
退
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
し
て
よ
い
。

　
さ
て
、
如
上
の
喪
家
に
よ
る
轟
轟
使
の
辞
退
は
③
に
そ
の
理
由
を
「
専
従
二
倹
史
冊
」
と
記
す
如
く
、
所
謂
薄
葬
思
想
の
盛
行
を
背
景
と
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
事
実
監
喪
使
の
差
遣
は
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
八
月
の
一
例
（
第
2
表
⑱
）
を
以
て
史
上
よ
り
消
便
し
、
ま
た
嘉
祥
三
年
（
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

○
）
の
一
例
（
第
2
表
⑰
）
に
つ
い
て
も
『
文
徳
実
録
』
編
者
は
「
因
二
尊
旧
典
こ
と
評
し
て
お
り
編
纂
当
時
監
裁
定
の
差
遣
が
既
に
職
例
に
属
し

て
い
た
こ
と
を
窺
知
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
薄
葬
思
想
に
基
づ
く
監
喪
使
の
辞
退
は
朝
廷
に
よ
る
監
喪
使
の
差
遣
そ
の
も

の
が
喪
家
に
と
っ
て
は
相
対
的
年
期
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
か
よ
う
に
薄
葬
を
理
由
に
朝
廷
の

厚
葬
措
置
と
し
て
の
遣
使
を
辞
退
し
た
事
例
は
右
の
如
き
監
喪
使
の
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
も
っ
と
一
般
的
・
類
型

的
な
事
例
が
広
く
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
左
の
如
き
事
例
で
あ
る
。

　
　
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
八
年
（
八
四
一
）
八
月
丁
卯
条

　
　
死
品
安
濃
内
親
王
亮
、
不
レ
遣
二
葬
使
ハ
為
二
彼
家
早
葬
一
也
、

即
ち
、
右
は
喪
家
に
よ
る
「
早
葬
」
を
理
由
と
し
て
「
葬
使
扁
が
差
遣
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
喪
家
が
薄
葬
を
理
由

に
朝
廷
の
厚
畳
措
置
と
し
て
の
遣
使
を
辞
退
し
た
事
例
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
記
事
を
初
見
と
し
て
『
続
日
本
後
連
』

及
び
『
三
代
実
録
』
に
は
同
種
・
同
型
の
記
事
が
散
見
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
倶
し
、
右
の
「
葬
車
」
な
る
称
呼
は
『
三
代
実
録
』
で
は
用
い
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年
　
・
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和
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・
8

　
　
1
4
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1
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1
1
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2
・
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1
0

元
慶

仁
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〇

八
六
二

八
六
三

八
六
五

八
六
六

八
六
九

八
七
〇

八
七
一

八
八
一

八
八
二

八
八
三

八
八
四

八
八
五

八
八
六

亮

去

者

位
階

元山二死

贔位品品

三園光四禿一z光二元円光光光元禿髪莞
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Bnμ口目口口口P口PE．1ロロロロロロロロロロロロ二藍ロロP口Pロロロ

官
　
職

氏

名

尚
蔵

中
務
卿

安
濃
内
親
王

有
智
子
内
親
王

緒
継
女
王

同
子
内
親
王

有
子
内
親
王

大
原
内
親
王

純
子
内
親
王

善
原
内
親
王

重
子
内
親
王

大
井
内
親
王

高
子
内
親
王

柔
子
内
親
墜

其
貞
親
王

真
子
内
親
王

勝
子
内
親
王

慧
子
内
親
王

巨
勢
親
王

惟
彦
親
王

恒
貞
親
王

氏
子
内
親
王

紀
内
親
王

下
司
褒
記

聞
　
使

葬
使

葬
　
使

装
束
司

山
作
司

葬
儀
使

四
葬
諸
司

縁
葬
諸
司

縁
葬
諸
司

縁
葬
諸
司

縁
葬
司

四
葬
之
司

縁
葬
諸
司

四
葬
諸
司

縁
葬
諸
司

縁
葬
諸
司

四
葬
諸
司

縁
葬
之
諸
司

縁
葬
Z
諸
司

葬
司

葬
　
平

縁
葬
之
所
司

出
典

三続続続
心後後後実実実実実実実実実実実実実実実実実

ら
れ
ず
、
代
っ
て
「
葬
儀
使
」
・
「
縁
談
諸

司
」
・
「
四
葬
司
」
・
「
葬
司
」
な
ど
の
称
呼

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
全
て
同
義
た
る

こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
本
稿
で
は

便
宜
上
こ
れ
ら
の
称
呼
を
統
一
し
て
「
払

子
」
と
称
す
る
こ
と
と
し
、
且
ら
く
こ
の

葬
司
と
監
十
能
と
の
関
係
如
何
を
検
討
す

6
こ
と
と
し
た
い
。
第
3
表
は
喪
家
に
よ

る
葬
司
辞
退
の
諸
例
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
さ
て
、
本
表
か
ら
吾
人
が
確
認
し
て
お

か
ね
ぼ
な
ら
ぬ
こ
と
は
大
略
左
の
二
点
に

尽
き
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
一
は
、
こ

の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
麗
御
者
は
全
て

第
2
表
で
見
た
昏
昏
使
差
遣
対
象
者
と
身

分
的
に
同
格
と
看
慨
し
う
る
点
で
あ
る
。

即
ち
、
第
3
表
に
見
え
る
鹿
王
者
は
③
を

除
き
全
て
親
王
・
内
親
王
で
あ
り
、
両
者
が
有
品
・
元
品
に
限
ら
ず
監
喪
使
差
遣
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
第
2
表
を
通
覧
し
て
明
か
で
あ
る

が
、
残
る
③
の
従
二
位
尚
蔵
（
領
置
女
王
）
に
つ
い
て
も
第
2
表
に
類
例
⑮
従
二
位
尚
侍
（
百
済
慶
命
）
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
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二
は
、
こ
の
葬
司
辞
退
の
違
例
の
大
半
が
九
世
紀
後
半
に
集
中
し
つ
つ
も
時
代
的
に
先
の
監
喪
使
辞
退
の
王
立
と
交
錯
す
る
点
で
あ
る
。
例
え

ば
①
・
②
・
③
な
ど
は
先
掲
の
史
料
ω
～
ω
と
殆
ど
同
時
代
の
事
例
に
属
す
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
か
く
し
て
、
以
上
の
二
点
よ
り
す
れ
ば
、
わ
が
正
史
に
お
い
て
は
全
く
同
時
代
・
同
格
の
亮
去
者
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
厚
葬
措
置
た
る
遣

使
の
辞
退
に
つ
い
て
、
一
方
で
は
そ
れ
が
二
丈
使
の
辞
退
と
し
て
記
述
さ
れ
（
史
料
ω
～
ω
）
、
ま
た
一
方
で
は
葬
司
の
辞
退
と
し
て
記
述
さ
れ

（
第
3
表
）
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
実
際
に
は
同
一
の
麗
卜
者
に
対
し
て
監
二
面
と
葬
司
の
両
者
が
差
遣
さ
れ
、
例
え
ば
葬
司
の
行
う

葬
儀
を
監
喪
使
が
「
監
護
」
し
た
と
す
る
想
定
、
将
又
麗
悪
者
に
よ
っ
て
監
喪
亡
と
葬
司
の
い
ず
れ
か
一
方
が
差
遣
さ
れ
、
両
者
は
相
互
に
無

関
係
で
あ
っ
た
と
す
る
想
定
の
成
立
す
る
余
地
は
共
に
史
料
上
見
出
し
え
な
い
。
要
す
る
に
、
監
編
鐘
と
五
五
と
を
実
体
上
別
個
と
看
面
す
徴

証
は
何
ら
存
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
理
の
赴
く
処
、
本
稿
所
称
の
監
喪
使
と
葬
司
と
は
実
体
上
同
一
で
あ
っ
た
と
す
る
推
測
に
到
達
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
以
下
に
お
い
て
は
か
か
る
推
測
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
併
せ
て
今
少
し
厳
密
な
考
定
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
最
初
に
葬
司
に
関
す
る
『
延
喜
式
』
の
規
定
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
　
『
延
喜
式
』
太
政
官
・
葬
官
条

　
　
凡
親
王
及
大
臣
麗
、
即
任
二
装
束
司
及
劇
個
司
ハ
鰍
二
極
油
皿
轍
目
無
礁
唾
　
送
葬
之
β
、
勅
使
二
人
、
｝
杁
賄
繭
獺
蜘
鍬
鯵
鹸
臨
撫
鞭
韻
　
就
レ
第
弔

　
　
贈
、
其
中
納
雷
以
上
及
妃
夫
人
麗
時
、
弔
購
亦
准
レ
此
、
鱗
墾

こ
れ
に
よ
る
と
、
親
玉
及
び
大
臣
の
麗
去
に
際
し
て
装
束
司
と
山
鷹
司
（
或
は
主
行
所
と
山
作
所
）
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

る
が
、
第
3
表
の
麗
去
者
と
の
共
通
性
か
ら
み
て
も
、
ま
た
先
述
の
如
く
葬
司
が
「
縁
定
諸
司
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
葬
司

が
即
ち
こ
の
装
束
・
山
作
法
司
た
る
こ
と
は
異
論
あ
る
ま
い
。
而
し
て
、
そ
の
実
例
も
『
三
代
実
録
』
に
一
例
乍
ら
存
し
、
同
時
に
こ
れ
は
葬

司
辞
退
の
事
例
に
属
す
る
故
、
既
に
第
3
表
の
中
に
収
め
て
お
い
た
（
④
）
が
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
今
は
ふ
れ
な
い
。
と

り
あ
え
ず
、
こ
こ
で
は
少
く
と
も
『
延
喜
式
』
に
お
い
て
葬
司
は
装
束
・
山
作
両
司
に
よ
っ
て
編
成
さ
る
べ
く
規
定
さ
れ
　
（
以
下
「
葬
司
規

定
」
と
称
す
る
）
、
実
際
に
も
か
く
編
成
さ
れ
ん
と
し
た
こ
と
が
先
ず
枢
要
で
あ
る
。
次
で
、
『
続
日
本
紀
』
は
か
か
る
葬
司
に
つ
い
て
一
切
沈
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③

黙
し
て
い
る
が
実
際
に
は
八
世
紀
に
お
い
て
も
葬
司
の
編
成
さ
れ
た
こ
と
が
左
掲
の
天
平
七
年
（
七
三
五
）
十
一
月
廿
日
左
京
職
符
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
る
。

　
職
符
　
東
市
司

　
　
琉
璃
玉
四
口
径
二
寸
、
若
無
者
壷
一
＋
許
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
む
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
右
平
一
　
章
其
価
ハ
便
付
二
遣
使
坊
令
御
母
石
勝
（
進
二
送
舎
人
親
王
葬
装
束
所
ハ
符
到
奉
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
大
進
大
津
連
船
人

　
　
　
　
　
　
　
　
大
属
四
比
元
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
廿
日

即
ち
、
右
に
見
え
る
「
舎
人
親
王
葬
装
束
所
」
と
は
天
平
七
年
十
一
月
十
四
日
に
麗
注
し
た
（
第
2
表
⑫
）
舎
人
親
王
の
葬
儀
の
装
束
を
司
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
の
機
関
で
あ
り
、
叙
上
の
葬
司
規
定
に
お
け
る
図
葉
の
一
た
る
装
東
司
に
相
当
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
か
よ
う
に

葬
司
が
九
世
紀
以
前
に
お
い
て
も
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
点
も
と
り
あ
え
ず
以
下
の
論
述
に
際
し
て
肝
要
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
さ
れ
ば
、
監
喪
使
の
実
体
を
葬
司
と
看
敏
す
こ
と
は
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
お
い
て
先
づ
有
益
と
思
わ
れ
る
の
は
先
隣
第
3
表

④
の
事
例
で
あ
る
。
原
文
を
分
ち
書
き
の
形
で
左
に
掲
げ
よ
う
。

　
　
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
閏
十
月
辛
未
条

　
　
　
是
日
、
任
二
同
子
内
親
王
装
束
山
作
等
司
ハ

　
　
　
従
四
位
下
行
越
中
権
守
房
世
王
　
為
二
装
束
司
長
官
ハ

　
　
　
治
部
少
輔
従
五
位
下
安
倍
朝
臣
房
上
　
為
二
次
官
ハ

　
　
　
判
官
二
人
、
主
典
二
人
、

　
　
　
散
位
従
五
位
下
広
山
王
　
為
二
山
作
司
長
官
ハ
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従
五
位
下
藤
原
朝
駆
大
野
　
為
二
次
官
ハ

　
　
　
判
官
二
人
、
主
典
二
人
、

　
　
喪
家
辞
而
不
レ
受
、

　
右
は
先
述
の
如
く
『
延
喜
式
』
葬
司
規
定
の
唯
一
の
実
例
で
あ
り
、
同
時
に
本
文
末
行
が
示
す
如
く
喪
家
に
よ
る
葬
司
辞
退
の
一
例
で
あ
る
。
・

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
葬
司
は
装
束
・
山
作
両
二
心
に
五
位
以
上
の
長
官
・
次
官
各
一
名
、
六
位
以
下
の
判
官
・
主
典
各
二
名
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
而
し
て
、
か
く
長
官
・
次
官
に
五
位
以
上
官
人
を
配
し
、
判
官
．
主
典
に
六
位
以
下
官
人
を
任
じ
る
構
成
法

は
臨
時
に
編
成
さ
れ
る
属
官
の
そ
れ
と
し
て
は
恐
ら
く
典
型
の
尤
た
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
少
く
と
も
長
官
一
名
に
つ
い
て
五
位

以
上
富
人
を
任
用
す
る
点
は
い
わ
ば
原
則
的
構
成
法
と
称
し
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
故
、
若
干
の
相
違
は
あ
る
に
せ
よ
、
諸
他
の
葬

司
の
構
成
も
基
本
的
に
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
類
推
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
右
の
構
成
に
お
い
て
殊
に
注
意
を
惹
く
の
は
、
古
画
が
装
束
・
山
作
両
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
し
か
も
各
々
に
お
い
て
五
位
以
上

官
人
が
二
名
任
用
さ
れ
て
い
る
が
為
に
、
雨
意
全
体
と
し
て
の
五
位
以
上
官
人
の
員
数
が
菊
名
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
吾

人
は
前
章
で
え
た
監
喪
使
に
つ
い
て
の
左
の
如
き
所
見
を
想
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
即
ち
、
第
2
表
に
よ
れ
ば
監
急
使
の
員
数
は
殆
ど
全
て
複

数
で
あ
り
、
し
か
も
知
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
そ
の
大
半
は
二
名
も
し
く
は
四
名
の
五
位
以
上
官
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
就
中
、
先
の
愛
子

内
親
王
葬
司
と
時
代
的
に
近
接
す
る
腕
続
日
本
後
置
』
所
載
の
諸
例
に
お
い
て
は
五
位
以
上
官
人
童
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
監
喪
使
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
さ
れ
ば
吾
人
は
両
者
（
螺
子
内
親
王
葬
司
と
国
喪
使
一
般
）
の
か
か
る
員
数
上
の
符
合
を
単
な
る
偶
然
と

君
敬
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
否
。
こ
の
符
合
こ
そ
は
監
喪
使
と
下
司
と
が
実
体
上
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
る
ま
い
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

先
ず
「
四
扁
と
い
う
数
字
は
監
喪
使
が
二
司
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
し
か
も
各
々
に
お
い
て
長
官
・
次
官
と
し
て
五
位
以
上
官
人
二
名
が
任
用

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
（
二
×
二
）
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
コ
ご
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
は
実
際
に
は
同
じ
く
二
司
宰
名
の
五
位
以

上
官
人
が
任
用
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
記
事
と
し
て
は
長
官
二
名
の
み
を
記
し
た
か
、
或
は
五
位
以
上
宮
人
は
各
々
長
官
一
名
即
ち
囲
穀
二
名
で
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④

あ
っ
た
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
二
」
或
は
「
四
」
と
い
う
数
字
は
監
喪
使
を

編
成
す
る
機
関
が
二
上
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
と
思
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
監
喪
使
差
遣
記
事
に
お
い
て
は
六
位
以
下
官
人
に
つ
い
て

は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
国
史
の
通
例
で
あ
り
、
実
際
に
は
判
官
・
主
典
と
し
て
任
用
さ
れ
た
と
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
右
は
同
旨
内
親
王
五
位
以
上
と
監
喪
使
一
般
と
の
員
数
上
の
符
合
に
下
国
し
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
符
合
は
独
り
員
数
の
み
に
と

ど
ま
ら
ず
任
用
官
人
の
帯
位
に
つ
い
て
も
指
摘
し
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
心
内
親
王
葬
司
の
場
合
、
五
位
以
上
官
人
の
内
訳
は
四
位
一
名
、

五
位
三
智
で
あ
る
が
、
監
喪
使
に
お
い
て
も
全
く
同
様
の
事
例
が
存
す
る
（
第
2
表
⑳
・
⑳
・
⑩
・
⑭
・
⑮
）
。
殊
に
⑳
・
⑭
は
麗
去
老
が
元
品
内

親
王
で
あ
り
、
先
の
弾
子
内
親
王
と
共
通
し
て
い
る
だ
け
に
同
時
代
・
同
ケ
ー
ス
に
お
い
て
全
く
同
一
に
等
し
い
構
成
を
と
っ
て
い
る
と
看
細

し
え
よ
う
。
さ
ら
に
同
子
内
親
王
葬
司
に
お
い
て
装
束
司
長
官
に
起
用
さ
れ
た
房
世
王
は
嘗
て
承
和
十
五
年
（
八
四
六
）
に
右
大
臣
橘
氏
公
の
監

喪
使
に
起
用
さ
れ
て
い
る
（
第
2
表
⑬
）
こ
と
も
注
目
し
て
よ
い
。
何
と
な
れ
ば
、
本
稿
で
は
詳
論
を
避
け
る
が
、
同
一
官
人
の
重
用
が
思
懸
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

任
用
の
一
特
徴
と
し
て
指
摘
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
、
知
ら
れ
る
所
の
葬
司
（
同
子
内
親
王
葬
司
）
五
位
以
上
の
構
成
と
監
早
使
一
般
の

そ
れ
と
の
類
似
性
を
論
拠
の
一
と
し
て
お
き
た
い
。

　
次
で
今
一
つ
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
喪
葬
令
監
喪
規
定
と
『
延
喜
式
』
葬
司
規
定
と
の
間
の
此
二
細
で
は
あ
る
が
看
過
し
難
い
相

違
で
あ
る
。
そ
の
相
違
と
は
令
規
定
に
お
い
て
監
護
喪
事
の
対
象
と
な
る
の
は
親
王
・
大
臣
・
三
位
以
上
帯
位
者
の
三
老
で
あ
る
の
に
対
し
、

式
規
定
に
お
い
て
群
臣
編
成
の
対
象
と
な
る
の
は
親
王
・
大
臣
の
二
者
で
あ
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
式
規
定
に
お
い
て
は
大
臣
以
外
の
三
位
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

上
帯
位
者
は
葬
司
編
成
の
対
象
と
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
わ
が
監
喪
使
差
遣
対
象
者
の
実
態
は
両
規
定
の
中
い
ず
れ
に
よ
り
対
応
す

る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
ま
た
吾
人
は
前
章
で
え
た
監
喪
使
に
つ
い
て
の
左
の
如
き
所
見
を
想
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
即
ち
、
監

喪
使
差
遣
対
象
者
（
麗
去
者
）
の
身
分
を
仔
細
に
見
て
ゆ
く
と
親
王
・
大
臣
以
外
の
男
官
三
位
以
上
は
浄
御
母
令
制
下
の
大
納
言
と
僧
正
を
除

い
て
全
く
顕
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
2
表
に
関
す
る
こ
の
所
見
（
先
着
史
料
ω
～
ω
の
追
補
を
経
て
も
何
ら
変
更
を
要
さ
な
い
）
は
い

う
ま
で
も
な
く
『
延
喜
式
』
上
司
規
定
に
対
応
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
点
も
ま
た
監
喪
使
と
葬
司
と
を
実
体
上
同
一
と
す
る
論
拠
た
り
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う
る
と
同
時
に
、
こ
の
監
指
使
が
や
が
て
『
延
喜
式
』
葬
司
規
定
に
継
承
さ
れ
る
何
ら
か
の
慣
例
・
法
規
に
基
づ
い
て
差
遣
さ
れ
た
こ
と
を
推

定
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
猶
、
吾
人
は
前
章
に
お
い
て
わ
が
正
史
に
お
け
る
中
止
使
差
遣
記
事
の
麗
去
者
が
令
監
喪
規
定
の
適
用
対
象
者
に
該

当
す
る
と
し
た
。
し
か
し
、
か
く
正
史
記
事
と
式
規
定
と
の
実
質
的
対
応
関
係
が
明
か
に
な
っ
た
以
上
、
も
は
や
正
史
記
事
と
令
規
定
と
の
関

係
を
媒
介
す
る
も
の
は
唯
一
「
監
護
呪
事
」
な
る
字
句
の
使
用
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
実
は
か
か
る
字
句
の
使
用
が
令
規
定

と
全
く
無
関
係
に
な
さ
れ
た
可
能
性
す
ら
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
か
く
し
て
、
叙
上
の
二
つ
の
論
拠
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
も
は
や
わ
が
正
史
に
散
見
す
る
監
早
使
差
遣
記
事
を
喪
葬
令
監
喪
規
定
の
適
用
実
例

と
看
組
し
え
な
い
と
同
時
に
、
改
め
て
本
稿
所
称
の
監
虐
使
の
実
体
を
ば
『
延
喜
式
』
葬
司
規
定
に
継
承
さ
れ
る
何
ら
か
の
慣
例
・
法
規
に
基

づ
い
て
編
成
さ
れ
た
葬
司
（
装
束
・
近
作
両
司
）
長
・
次
官
級
官
人
五
位
以
上
と
考
定
す
る
に
至
っ
た
と
信
ず
る
。

　
さ
て
、
先
に
階
唐
監
護
使
実
態
と
の
相
違
・
令
規
定
と
の
乖
離
な
ど
よ
っ
て
抱
懐
せ
ら
れ
た
わ
が
監
製
使
に
つ
い
て
の
疑
念
は
、
こ
こ
に
そ

の
実
体
を
葬
司
と
考
定
す
る
こ
と
に
よ
そ
一
応
の
解
明
を
み
た
と
い
そ
よ
輸
・
さ
り
乍
ら
・
そ
れ
で
は
何
故
に
わ
が
監
喪
使
は
敢
て
窺

定
を
離
れ
階
唐
監
護
使
と
そ
の
様
態
を
異
に
し
た
の
か
が
黒
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
別
に
章
を
分
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
　
『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
四
月
己
酉
条
。

②
　
同
書
序
文
に
よ
れ
ば
、
　
こ
の
書
の
撰
修
開
始
は
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
、
完

　
成
は
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
で
あ
る
。
猶
、
坂
本
太
郎
『
六
国
史
』
（
昭
和
匹
五

　
年
）
は
右
の
「
貞
観
十
三
年
」
を
疑
っ
て
貞
観
十
五
年
（
八
七
二
）
と
す
べ
き
余

　
地
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

③
『
大
日
本
古
文
書
』
一
所
収
（
六
三
二
頁
）
。

④
　
第
2
表
⑯
⑳
⑫
の
如
く
五
位
以
上
を
三
名
記
す
例
の
存
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
ぬ

　
後
者
の
想
定
の
蓋
然
性
が
よ
り
高
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
②
④
⑧
⑩
⑪
⑫
⑬
⑲
の
如

　
く
一
名
の
み
記
す
黙
想
は
諸
他
の
事
例
と
の
均
衡
を
考
慮
す
れ
ば
葬
胴
中
の
最
高

　
位
帯
位
者
一
名
を
挙
げ
て
他
を
略
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
か
か
る
事
例
の
殆

　
ど
が
も
と
三
十
巻
（
後
一
巻
紛
失
）
を
二
十
巻
に
縮
小
再
編
し
て
成
立
（
『
頚
聚

　
国
史
』
巻
一
四
七
文
部
下
国
史
）
せ
し
め
た
『
続
臼
本
紀
』
前
半
部
（
文
武
元
年

　
～
天
平
宝
字
元
年
）
に
見
ら
れ
現
に
こ
の
こ
十
巻
に
お
い
て
は
一
般
に
記
宴
が
簡

　
略
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
諸
例
は
『
続
日
本
紀
』
編
纂
の
経
緯
に
関
わ

　
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
猶
、
坂
本
太
郎
『
六
國
史
』
（
前
掲
）
を
参
照
し
た
。

⑤
　
例
え
ば
、
佐
伯
今
毛
人
・
壱
志
濃
紅
・
飯
高
永
雄
は
三
度
、
豊
江
王
に
至
っ
て

　
は
圏
度
任
用
さ
れ
て
い
る
（
第
2
表
）
。

⑥
猶
、
監
喪
使
1
1
葬
司
制
度
の
推
移
に
関
し
て
若
干
附
言
し
て
お
き
た
い
。
『
延

　
喜
面
癖
左
京
職
に
は
左
の
如
き
一
文
（
親
王
大
臣
麗
条
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
親
王
及
大
臣
麗
、
官
人
一
人
率
二
史
生
一
人
坊
令
「
為
二
監
護
使
一
紙
承
、

　
こ
れ
は
親
王
及
び
大
臣
の
琵
玄
に
際
し
、
恐
ら
く
は
そ
の
駕
地
に
従
っ
て
左
右
い

　
ず
れ
か
の
京
職
官
人
一
名
が
史
生
一
名
・
坊
令
（
一
名
）
を
率
い
て
「
監
護
使
」
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を
担
当
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
当
然
の
こ
と
乍
ら
監
喪
使
1
1
葬
司
と
の
関
係
が
問

題
と
な
ろ
う
。
而
し
て
、
こ
の
「
監
護
使
」
こ
そ
は
整
喪
使
睦
葬
司
が
九
世
紀
半

ば
以
降
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
の
便
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
何

と
な
れ
ば
、
先
の
『
延
喜
式
』
太
政
官
・
葬
官
条
（
下
司
規
定
）
と
全
く
没
交
渉

た
る
こ
と
は
葬
司
と
「
監
護
使
」
が
各
々
別
個
の
独
立
し
た
使
官
た
る
事
実
を
意

味
す
る
が
、
一
方
、
第
2
表
に
よ
れ
ば
九
世
紀
に
お
け
る
監
置
使
薩
葬
司
に
は
一

般
に
京
職
官
人
一
名
が
名
を
列
ね
る
趨
勢
（
⑳
・
⑳
・
⑳
・
⑳
・
＠
・
⑫
・
⑯
・

⑯
）
が
生
ず
る
こ
と
も
ま
た
田
富
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
写
実
を
統
｝
的
に
理

解
す
る
た
め
に
は
右
の
趨
勢
の
収
敏
さ
れ
た
形
体
が
京
職
官
人
等
若
干
名
に
よ
る

「
監
護
使
」
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
外
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
監

喪
使
獅
葬
司
が
編
成
さ
れ
ぬ
場
合
、
そ
れ
に
代
替
す
る
措
置
と
し
て
隠
所
を
管
掌

し
、
か
ね
て
監
喪
使
1
1
葬
司
の
一
員
に
加
わ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
京
職
官
人
一
名

に
よ
っ
て
領
導
さ
れ
る
「
監
護
使
」
が
差
遣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、

こ
の
「
監
護
使
」
は
先
に
指
摘
し
た
唐
紅
に
お
け
る
京
兆
府
・
河
南
強
起
の
都
城

管
裳
官
司
官
人
に
よ
る
監
護
使
の
一
般
化
と
恐
ら
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
但

し
、
管
見
に
よ
れ
ば
そ
の
具
体
的
斐
例
は
見
出
し
え
な
い
。
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第
四
章
　
申
国
監
護
使
と
わ
が
葬
司

　
わ
が
上
代
に
お
い
て
、
何
故
監
護
使
な
ら
ぬ
葬
司
が
編
成
さ
れ
た
の
か
。
本
章
で
は
こ
の
間
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
先
ず
彼
地
の
監
護
使
に
つ
い
て
今
少
し
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
第
一
章
に
掲
げ
た
踏
貫
愚
禿
文
は
二
尊
初
年
文
帝
の
諮
問
を
承
け
た
牛
合
（
太
衝
卿
）
の
奏
言
に
よ
っ
て
成
立
し
た
規
定
で
あ
る
が
、
実
は

監
護
使
制
度
そ
の
も
の
の
淵
源
は
少
く
と
も
無
代
に
ま
で
罵
る
の
で
あ
る
。
言
言
の
監
護
使
に
関
連
す
る
二
つ
の
規
定
を
掲
げ
よ
う
。

㈲
『
漢
書
』
景
帝
紀
中
二
年
（
前
一
四
八
）
二
月
条

　
　
令
、
諸
侯
王
麗
、
列
侯
初
露
華
之
レ
国
、
大
桑
櫨
奏
二
論
謙
策
ハ
列
侯
麗
及
諸
侯
太
傅
初
詣
之
官
、
大
行
奏
二
呪
言
策
ハ
王
麗
、
遣
二
光
禄
大
夫
嚇
弔
爾
、
視
二

　
　
喪
素
胎
因
立
二
嗣
子
ハ
列
侯
麗
、
遺
二
大
中
大
桜
口
弔
、
祠
、
視
二
難
事
叫
因
立
レ
嗣
、
其
葬
、
国
選
二
発
レ
民
親
喪
噴
穿
黒
土
治
レ
誘
導
レ
過
二
三
百
人
一
基
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
岩
代
の
臣
下
最
高
身
分
た
る
諸
侯
王
が
鹿
疎
し
た
場
合
は
光
禄
大
夫
が
、
ま
た
諸
侯
王
の
下
に
位
置
す
る
列
侯
が
麗
許
し
た

場
合
は
大
中
大
夫
が
各
々
遣
わ
さ
れ
て
「
弔
」
、
「
祠
」
な
ど
と
共
に
「
視
喪
事
」
を
担
当
す
る
。

㈲
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下
（
原
文
省
略
）

　
皇
帝
登
遽
（
崩
御
）
の
場
合
は
三
公
（
司
徒
・
司
空
・
太
尉
）

が
、
ま
た
太
皇
太
后
・
皇
太
屠
崩
御
の
場
合
は
長
楽
太
僕
・
少
府
・
大
長
秋
が
、
さ
ら
に
諸



上代引写使考（虎尾）

　
侯
王
麗
去
の
場
合
は
王
国
（
封
国
）
の
傅
・
相
・
中
尉
・
内
史
が
各
々
「
典
喪
事
」
を
担
当
す
る
。

而
し
て
、
㈲
の
　
「
視
振
事
」
及
び
⑬
の
　
「
典
喪
事
」
が
共
に
監
護
望
事
と
同
義
た
る
こ
と
は
両
規
定
の
実
例
よ
り
推
し
て
殆
ど
疑
い
を
容
れ

　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
い
。
尤
も
、
㈹
に
は
当
代
史
料
と
し
て
不
審
の
点
も
存
し
、
ま
た
囚
㈲
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
も
諸
侯
王
の
場
合
の
相
異
に
見
ら
れ
る
が
如

　
　
　
　
　
　
⑤

き
問
題
が
存
す
る
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
㈲
⑬
に
よ
っ
て
少
く
と
も
以
下
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

許
さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
そ
の
一
は
㈲
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
監
護
使
制
度
が
遅
く
と
も
前
漢
以
来
の
古
制
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
の
二

は
⑬
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
こ
の
制
度
は
皇
帝
以
下
「
大
臣
」
の
喪
礼
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
第

二
点
に
つ
い
て
は
注
目
す
べ
き
事
例
が
存
す
る
。
即
ち
、
『
後
漢
書
』
巻
二
十
六
所
載
の
趙
熟
伝
に
よ
れ
ぽ
、
趙
黙
は
永
平
八
年
目
六
五
）
皇
帝

崩
御
に
際
し
「
復
典
二
喪
事
宜
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
復
」
た
と
あ
る
の
は
嘗
て
中
元
二
年
（
五
七
）
光
武
帝
崩
御
の
際
に
も
こ
の
趙
烹

　
　
　
　
　
へ

が
「
典
二
曲
礼
こ
じ
た
事
実
を
承
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
典
二
喪
事
こ
と
「
典
二
喪
礼
こ
と
は
全
く
同
義
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
従
っ
て
監
護
使
と
は
儀
礼
を
司
る
使
人
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
し
か
も
同
伝
に
よ
れ
ば
、
王
葬
の
纂
乱
以
来

隠
蟹
が
失
わ
れ
、
為
に
光
武
帝
の
大
喪
に
お
い
て
は
尊
卑
の
秩
序
に
混
乱
の
生
じ
る
有
様
で
あ
っ
た
が
、
趙
烹
は
よ
く
こ
れ
を
正
し
以
て
内
外

を
粛
然
た
ら
し
め
た
と
い
う
。
こ
れ
は
勿
論
、
儀
典
に
通
じ
た
趙
嘉
の
遺
徳
を
称
揚
す
る
逸
話
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
監
護
使
が
の
任
務
が
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

辺
に
存
す
る
か
を
も
示
唆
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
如
く
中
国
に
お
い
て
は
皇
帝
（
天
子
）
以
下
身
分
に
応
じ
て
喪
主
（
凶
礼
）

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
殆
ど
微
細
に
亘
っ
て
い
る
が
、
監
護
使
の
任
務
と
は
皇
帝
以
下
「
大
臣
」
の
葬
儀
に
お
い
て
正
し

く
か
か
る
喪
礼
の
遵
行
を
監
督
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
猶
、
趙
蕉
は
中
元
二
年
当
時
三
公
の
一
た
る
太
尉
の
官
に
あ

り
、
ま
た
永
平
十
八
年
当
時
は
実
習
を
代
行
す
る
地
位
（
「
代
太
仁
山
」
）
に
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
太
物
と
し
て
の
監
護
使
担
当
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
ま
た
諸
他
の
実
例
か
ら
し
て
も
㈲
に
お
い
て
監
護
使
は
原
則
と
し
て
や
は
り
一
名
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る

（
例
え
ば
三
公
の
中
一
名
）
。

　
以
上
、
漢
代
監
護
使
に
関
す
る
規
定
と
そ
の
実
例
を
挙
げ
そ
の
任
務
・
員
数
に
つ
い
て
若
干
の
推
考
に
及
ん
だ
。
而
し
て
、
甘
糟
南
北
朝
に
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第
4
表

／
L＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

年
時

青
龍
3

泰
始
1
0

太
田
1
2

永
明
1
0

建
武
元

隆
昌
一
7
5

太
和
2
0

永
平
元

神
亀
2

普
通
7

太
晶
元

武
定
5

天
保
6

天
嘉
元

西
　
暦
　
　
王
　
暴

発
　
虫
　
者

二
三
五

二
七
四

四
八
八

四
九
二

賜
九
四

四
九
六

五
〇
八

五
一
九

五
二
六

五
三
二

流
四
七

五
五
五

五
六
〇

　北東北　北北北南南南北西
陳　　　梁　　　　　　　　魏
　斉魏魏　魏魏魏斉斉斉魏晋

中
華
王
・
嚢

高
陽
王
・
珪

灘
南
王
・
他

予
章
王
・
疑

海
陵
王
・
昭
文

覧
陵
王
・
子
良

南
安
藝
・
禎

彰
城
王
・
纒

任
雑
嚢
・
雲

乱
書
王
・
恢

後
廃
帝
一
7
5
朗

斉
建
武
王

清
河
王
・
岳

衡
陽
王
・
昌

　
　
監
　
　
護
　
　
使

大
鴻
隙

兼
大
鴻
膿

有
　
司

大
鴻
櫨

大
鴻
腫

大
鴻
臆

黄
門
郎

大
鴻
腕

大
鴻
櫨

中
書
舎
人

大
鴻
腿

兼
山
人
面
憾
卿
（
尚
書
右
脚
射
）

大
司
空

大
鴻
腫

備
　
考
　
一
出

典

典
護
喪
中

監
護
喪
事

監
護
軍
事

護
喪
軍

監
護
喪
墓

監
　
護

監
護
喪
事

護
議
事

監
護
喪
購

護
悪
事

監
護
喪
事
（
葬
用
脚
礼
）

監
護
野
景

監
護
喪
事

迎
護
喪
事

劃

三
三
二

面
書

魏
書

南
斉
書

南
平
書

南
斉
書

四　ニー三二
〇五二六七〇

魏
講
　
一
九
下

魏
書
　
一
＝
下

魏
書
　
一
九
中

梁
書
　
　
一
一
二

魏
書
　
　
＝

密
書
　
　
一
二

北
斉
書
　
一
三

陳
書
　
　
一
四
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お
い
て
は
史
料
上
監
護
使
関
係
の
規
定
を
見
出
し
え
ぬ
が
、
正
史
そ
の
他
に
散
見
す
る
雨
期
の
監
護
使
は
先
掲
㈲
の
規
定
に
基
づ
く
後
漢
の
そ

れ
を
基
本
的
に
継
承
し
た
も
の
と
看
悪
し
う
る
。
即
ち
、
皇
帝
・
（
皇
后
）
・
太
皇
太
盾
・
皇
大
后
及
び
皇
子
女
・
大
臣
（
諸
侯
王
は
漢
独
自
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

身
分
）
の
細
事
は
や
は
り
三
公
以
下
の
官
人
に
よ
っ
て
監
護
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
漢
心
よ
り
唐
に
至
る
ま
で
の
喪
礼
に
根
本
的
変
改
の
存

　
⑨

せ
ぬ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
該
期
に
お
け
る
監
護
使
の
任
務
も
漢
代
の
そ
れ
と
大
略
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。
さ
ら

に
ま
た
そ
の
員
数
も
実
例
よ
り
推
し
て
原
則
的
に
一
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
漁
期
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
皇
子
の
死
去
に
際
し
て
大
腰
櫨
に
よ
る
監
護
使
担
当
が
原
則
化
す
る
点
で
あ
る
。
第
4
表
を
参
照
さ

れ
た
い
。
抑
も
、
『
通
典
』
・
『
大
唐
六
典
』
な
ど
が
記
す
鴻
櫨
寺
（
卿
）
の
沿
革
に
よ
れ
ば
、
こ
の
官
が
凶
礼
一
般
を
そ
の
職
掌
の
一
と
す
る
の
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は
北
斉
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
叙
上
の
如
く
大
嵐
櫨
が
皇
子
の
喪
事
を
監
護
す
る
に
至
る
の
は
漢
代
こ
の
官
が
諸
侯
王
の
凶
礼
に
部
分
的
に

　
　
　
　
　
⑩

関
与
し
た
こ
と
に
因
由
す
る
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
る
が
詳
論
の
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
馬
印
南
北
朝
期
に
お

い
て
大
手
臆
に
よ
る
皇
子
の
監
護
使
担
当
が
原
則
化
し
た
こ
と
に
少
く
と
も
二
つ
の
意
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
い
う
ま
で
も
な
く

こ
の
事
実
が
先
言
晴
開
設
令
成
立
の
歴
史
的
前
提
と
な
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
本
令
文
は
あ
く
ま
で
「
大
臣
」
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
「
大
臣
」
の
喪
事
に
対
し
て
始
め
て
皇
子
と
同
様
に
鴻
臆
寺
官
人
に
よ
る
監
護
を
規
定
し
た
と
い
う
一
面
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
尤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
、
こ
の
規
定
成
立
以
前
に
お
い
て
も
大
嘗
櫨
に
よ
っ
て
「
大
臣
」
の
喪
事
が
監
護
さ
れ
た
事
例
は
存
す
る
の
で
あ
る
が
皇
子
の
場
合
の
如
く

原
則
化
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
而
し
て
、
か
く
の
如
く
先
づ
皇
子
の
監
護
使
に
大
賀
櫨
が
起
用
さ
れ
晴
に
至
っ
て
漸
く
「
大
臣
」
の
監
護

使
に
も
鴻
会
費
官
人
が
制
度
的
に
起
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
を
知
る
な
ら
ぼ
、
階
唐
に
お
い
て
皇
子
女
（
王
・
公
主
）
が
砂
か

ら
ず
監
護
使
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
ら
怪
し
む
に
は
及
ば
な
い
ば
か
り
か
、
歴
史
的
に
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
わ
が
監
喪
規
定
に
お
い
て
　
「
大
臣
」
1
1
貴
臣
の
み
な
ら
ず
親
王
を
も
対
象
に
含
め
て
い
る
こ
と
も
、
か
か
る
中
国
の
実
態
を
考
慮
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

　
次
に
先
の
事
実
は
畢
黒
米
唐
監
護
使
の
実
際
の
様
態
に
つ
い
て
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
点
に
第
二
の
意
義
が
存
す
る
。
即
ち
、

第
4
表
⑫
は
尚
書
右
様
射
が
監
護
喪
事
の
た
め
臨
時
に
大
鴻
斎
場
を
兼
ね
た
事
例
で
あ
り
、
②
の
「
兼
大
量
櫨
」
も
同
様
の
可
能
性
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
『
通
典
』
に
よ
れ
ば
大
鴻
櫨
は
東
晋
よ
り
宋
学
に
及
ぶ
ま
で
の
間
「
有
レ
事
則
権
置
兼
官
、
畢
則
省
」
の
状
態
に
お
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
問
の
「
大
話
櫨
」
（
④
⑤
⑥
）
も
ま
た
臨
時
的
兼
官
即
ち
摂
官
で
あ
っ
た
。
か
か
る
摂
官
が
如
上
の
原
則
の
存

在
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
而
し
て
、
監
護
使
任
命
に
お
け
る
か
よ
う
な
強
盛
の
形
態
は
正
し
く
第
一
章
で
指
摘
し
た

階
唐
の
「
摂
鴻
櫨
卿
」
と
共
通
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
先
蹴
を
な
す
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
摂
鰯
雲
卿
」
な
る
便
法
は
既
に
晴
唐
以
前
に

お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
以
上
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
中
国
監
護
使
は
遅
く
と
も
漢
代
以
来
、
一
貫
し
て
皇
帝
以
下
「
大
臣
」
に
至
る
喪
礼
の
監
督
を
任
務
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と
す
る
八
人
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
員
数
も
原
則
的
に
一
名
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
本
官
乃
至
は
摂
官
の
鴻
瞳
寺
官
人
（
大
毒
櫨
）
に
よ

る
監
護
使
担
当
は
魏
晋
南
北
朝
に
皇
子
を
対
象
と
し
て
原
則
化
し
た
こ
と
な
ど
が
明
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
伝
統
的
な
制
度
の
前
提

に
は
や
は
り
身
代
以
来
一
貫
し
て
そ
の
遵
行
を
厳
し
く
要
求
さ
れ
る
体
系
的
魚
鋤
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
か
よ
う
な
伝
統
と

前
提
を
有
す
る
現
実
の
監
護
使
の
実
在
を
背
景
と
し
て
、
先
の
階
開
皇
令
文
が
成
立
し
た
こ
と
に
吾
人
は
深
く
注
意
を
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
翻
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
こ
の
倉
皇
令
文
を
継
承
す
る
唐
事
監
喪
規
定
を
直
模
直
訳
的
に
継
承
し
た
こ
と
先
述
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
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上代監喪使考（虎尾）

し
乍
ら
、
こ
れ
ま
た
既
述
の
如
く
実
際
に
は
わ
が
監
喪
規
定
は
殆
ど
空
文
に
等
し
く
、
唐
土
の
如
き
耳
管
寺
官
人
一
名
を
原
則
と
す
る
監
護
使

に
代
っ
て
不
特
定
官
司
官
人
複
数
名
に
よ
る
葬
司
が
編
成
さ
れ
た
。
そ
れ
が
如
何
な
る
事
情
に
因
る
か
は
も
は
や
明
か
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
は

監
喪
規
定
を
継
受
し
つ
つ
も
そ
の
前
提
と
な
る
べ
き
体
系
的
喪
礼
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
継
受
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
わ
が
国
の
葬
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
中
国
喪
礼
の
影
響
を
紗
か
ら
ず
受
け
て
い
る
こ
と
は
先
学
の
指
摘
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
喪
礼
を
含
む
「
唐
礼
の
摂
取
は
あ
く
ま
で
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

分
的
な
も
の
で
あ
り
、
礼
の
体
系
を
全
面
的
に
日
本
で
採
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
従
っ
て
喪
礼
遵
行
の
監
督
を
こ
と

と
す
る
監
護
使
が
わ
が
国
に
お
い
て
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
体
系
的
喪
礼
の
未

継
受
・
欠
如
こ
そ
が
正
し
く
わ
が
監
喪
規
定
を
殆
ど
空
文
た
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
親
王
・
内
親
王
及
び
高
位
高
官
者
の
置
去
に
際
し
葬
司
が
編
成
さ
れ
た
の
は
何
故
か
。
一
体
、
葬
司
に
つ
い
て

先
づ
容
易
に
想
到
す
る
の
は
天
皇
・
皇
后
等
の
崩
御
に
際
し
て
編
成
さ
れ
る
曝
葬
司
（
以
下
、
か
く
称
し
て
監
上
使
1
1
葬
司
と
峻
別
す
る
）
で
あ
ろ

う
。
『
続
日
本
紀
』
以
下
五
国
史
に
記
さ
れ
た
御
壷
司
に
つ
い
て
そ
の
構
成
を
整
理
す
れ
ば
第
5
表
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
表
に
よ
る
と
御

三
司
の
構
成
は
当
初
よ
り
一
貫
し
て
装
束
・
駄
作
両
司
を
不
可
欠
の
玉
具
と
し
、
こ
れ
ら
に
そ
の
外
の
要
素
を
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
即
ち
、
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
前
代
以
来
の
残
宮
の
設
営
・
火
葬
の
導
入
に
伴
っ
て
作
磧
宮
司
・
造
御
竈
司
な
ど
が
編
成
さ
れ
、

ま
た
八
世
紀
後
半
以
降
に
お
い
て
は
葬
儀
の
規
模
拡
大
に
伴
っ
て
養
役
夫
司
・
作
路
司
な
ど
が
恒
例
的
に
附
設
さ
れ
、
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て

は
作
方
上
司
・
前
後
次
第
司
な
ど
葬
列
の
威
儀
を
掌
る
も
の
も
編
成
さ
れ
た
が
、
当
初
よ
り
一
貫
し
て
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
装
束
・
山
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

上
司
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ぼ
、
御
蓼
司
の
必
要
最
少
限
の
構
成
要
素
は
葬
儀
・
葬
列
の
粧
点
を
管
掌
す
る
装
束
司
と
陵
墓
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

営
を
管
掌
す
る
山
作
司
の
両
司
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
事
実
元
明
太
上
天
皇
と
宮
子
大
皇
太
后
の
御
葬
司
（
③
・
⑤
）
は
監
喪
使
一
葬
司
同
様

こ
の
両
司
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
嫁
し
、
こ
の
御
葬
司
に
お
け
る
装
束
・
山
作
砂
浜
五
位
以
上
の
員
数
は
一
般
に
、
表

示
し
た
如
く
、
上
述
の
各
々
二
名
計
美
名
を
最
大
と
す
る
監
喪
黒
垂
葬
司
（
五
位
以
上
）
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
監
喪
使
一
葬
司

は
如
上
の
天
皇
・
皇
后
等
の
御
難
司
に
準
じ
、
要
素
・
員
数
面
で
そ
の
規
模
を
縮
少
し
乍
ら
も
必
要
最
少
限
の
装
束
・
競
作
両
司
を
以
て
構
成
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⑰

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
く
推
定
す
る
時
、
前
章
に
て
ふ
れ
た
薄
葬
を
理
由
と
す
る
監
喪
使
1
1
葬
司
の
辞
退

に
つ
い
て
吾
人
は
一
層
よ
く
諒
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
監
喪
使
1
1
葬
司
の
編
成
と
は
正
し
く
天
皇
・
皇
盾
等
に
準
ず
る
葬
儀
の

挙
行
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
天
皇
・
皇
后
等
の
葬
儀
規
模
が
著
し
く
拡
大
し
多
大
な
物
品
・
人
夫
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
九
世
紀
で
あ
れ
ば

な
お
の
こ
と
、
そ
れ
ら
に
準
ず
る
葬
儀
は
厚
葬
と
意
識
さ
れ
ざ
る
を
え
ま
い
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
わ
が
国
の
監
書
巻
が
御
慰
労
に
準
じ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
対
象
老
の
大
半
が
親
王
・
内
親
王
の
如

き
天
皇
直
系
親
族
で
あ
る
こ
と
も
蓋
し
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
、
装
束
・
山
作
両
司
を
編
成
し
て
葬
儀
を
挙
行
す
る
こ
の

方
式
が
天
皇
・
皇
盾
・
親
王
・
内
親
王
ら
に
共
通
し
、
ま
た
現
に
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
葬
儀
に
お
い
て
か
か
る
方
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
ら
す
れ
ば
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
こ
の
方
式
は
本
来
皇
室
制
度
の
一
環
で
あ
り
場
合
に
よ
っ
て
大
臣
・
高
級
宮
人
に
も
準
用
さ
れ
穿
て

　
　
　
　
　
　
⑲

は
そ
れ
が
慣
例
化
し
て
『
延
喜
式
』
葬
司
規
定
に
継
承
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
乍
ら
憶
測
の
域

を
出
な
い
。
但
し
、
中
国
に
お
い
て
は
少
く
と
も
装
束
司
・
山
郡
司
と
称
す
る
が
如
き
葬
官
の
編
成
を
史
料
上
に
伝
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
右
の
方
式
が
わ
が
国
圃
有
の
綱
子
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
猶
、
念
の
為
に
、
天
皇
・
皇
后
等
の
葬
儀
に
お
い
て
も
中
国
の

如
き
一
名
を
原
則
と
す
る
監
護
使
が
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
か
く
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
唐
か
ら
監
喪
規
定
を
継
受
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
規
定
の
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
体
系
的
野
礼
に
つ
い

て
は
こ
れ
を
継
承
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
為
に
唐
土
の
如
き
監
護
使
は
遂
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
な
く
恐
ら
く
は
わ
が
国
固
有
の
現
行
の
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
従
っ
て
葬
司
が
編
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
如
く
想
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
『
七
日
本
紀
』
以
下
五
国
史
が
「
監
護
業
事
」
な
る
字
句
を
用
い
て
い
る
の
は
『
漢
書
』
・
『
後

漢
書
』
等
の
中
国
正
史
列
伝
の
筆
法
に
倣
わ
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
如
く
中
国
正
史
列
伝
に
は
屡
々
監
護
使

の
こ
と
が
「
遣
某
監
護
喪
事
」
な
る
字
句
を
以
て
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
彼
我
の
正
史
に
は
紀
伝
体
と
編
年
体
と
い
う
体
裁
上

の
相
違
が
存
す
る
が
、
わ
が
正
史
編
者
は
中
国
正
史
列
伝
に
見
え
る
如
上
の
字
句
を
わ
が
麗
伝
・
歯
黒
記
事
中
に
採
用
し
て
諸
司
編
成
の
事
実
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に
さ
さ
や
か
な
潤
飾
を
加
え
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
就
中
、
『
白
日
本
紀
』
に
お
い
て
は
そ
の
方
針
が
よ
り
強
く
看
取
さ
れ
る
。
何
と
な
れ

ば
、
本
書
に
お
い
て
は
親
王
・
内
親
王
・
大
臣
・
高
級
宮
人
の
葬
司
に
つ
い
て
一
切
沈
黙
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
日
本
後
尾
』
は
措
く
と

し
て
自
費
の
正
史
に
お
い
て
は
、
か
よ
う
な
方
針
は
徹
底
す
る
に
至
ら
ず
、
現
行
の
葬
司
が
史
上
に
憩
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
葬
司
の

制
度
そ
の
も
の
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
事
実
、
こ
の
葬
司
は
喪
家
に
よ
っ
て
辞
退
さ
れ
る
場
合
に
限
り

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
ま
れ
、
わ
が
正
史
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
監
護
喪
事
」
な
る
字
句
は
そ
の
実
体
が
明
か
に
な
っ
た
以
上
、
叙
上
の
如
く
疑
わ
れ
ね
ば
な
ら

　
　
　
、
　
　
⑳

な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
こ
の
字
句
の
大
宝
令
前
紀
に
お
け
る
所
在
を
以
て
直
ち
に
浄
御
零
喪
葬
令
監
喪
規
定
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
は

そ
の
限
り
で
不
可
能
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
蛇
足
乍
ら
敢
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。

上代監喪使考（虎尾）

①
『
階
書
阪
隠
語
、
『
通
日
』
巻
八
十
四
。

②
　
以
下
、
漠
代
の
身
分
秩
序
・
官
翻
等
に
つ
い
て
は
多
く
西
嶋
定
生
『
奏
漢
帝
国
』

　
（
講
談
社
「
中
国
の
歴
史
」
2
、
昭
和
四
九
年
）
に
依
拠
し
た
。

③
　
㈹
の
実
例
と
し
て
は
持
節
二
年
目
前
六
八
）
博
陵
侯
（
列
侯
）
覆
光
の
麗
去
に

　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
際
し
太
中
大
夫
任
宣
が
侍
御
史
五
人
と
共
に
「
護
喪
事
」
を
担
当
し
た
（
『
漢
樽
』

　
巻
六
八
）
寮
例
を
、
ま
た
⑧
の
実
例
と
し
て
は
永
初
四
年
（
一
一
〇
）
太
夫
人
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
う

　
野
君
無
音
の
麗
去
に
際
し
司
空
（
三
公
の
～
）
が
「
護
喪
事
」
を
担
当
し
た
（
『
後

　
漢
書
』
二
十
上
）
事
例
を
各
々
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
後
者
の
新
野
罵
陰
氏
は

　
も
と
和
帝
皇
盾
の
ち
皇
太
后
で
あ
り
本
来
は
長
楽
太
僕
・
上
面
・
大
長
秋
が
担
当

　
す
べ
き
で
あ
る
が
、
特
例
酌
に
皇
帝
に
準
じ
た
も
の
と
着
倣
さ
れ
よ
う
。
そ
の
葬

　
儀
は
永
平
元
年
（
五
八
）
の
東
海
王
彊
の
そ
れ
に
比
肩
す
る
も
の
と
さ
れ
る
（
同

　
上
）
が
、
実
は
諸
侯
王
た
る
こ
の
彊
の
講
本
に
際
し
て
も
司
馬
が
「
視
索
窮
」
を

　
担
当
し
て
い
る
（
同
書
巻
二
）
の
で
あ
り
、
こ
れ
自
体
皇
帝
に
準
ず
る
婚
羅
で
あ

　
つ
た
。
閃
み
に
こ
の
東
海
王
彊
の
距
罪
儀
は
後
搬
特
例
的
曲
葬
儀
…
を
営
む
場
合
の
口
薬

　
と
な
る
。
と
ま
れ
、
か
く
し
て
㈲
「
視
喪
寮
」
と
⑧
「
典
喪
嶺
」
と
は
共
に
「
護

　
喪
事
」
と
同
義
た
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
猶
、
「
埋
門
事
」
に
つ
い
て
は
別
に

　
「
典
護
喪
事
」
な
る
用
例
（
『
後
漢
書
』
巻
十
下
血
崇
厘
皇
后
伝
な
ど
）
の
存
す
る

　
こ
と
も
傍
証
と
な
る
。

④
㈲
の
前
半
に
「
大
鐘
癒
」
・
「
大
行
令
」
な
る
官
の
見
え
て
い
る
こ
と
が
問
題
と

　
な
る
。
即
ち
、
『
漢
誰
』
巻
十
九
百
官
公
右
表
に
よ
れ
ば
、
も
と
「
主
客
」
な
る

　
官
が
景
色
中
六
年
（
面
一
四
四
）
に
「
大
行
令
」
、
さ
ら
に
武
帝
太
初
元
年
（
前

　
一
〇
四
）
に
至
っ
て
始
め
て
「
大
鴻
櫨
」
と
改
称
さ
れ
、
　
＝
力
典
客
の
下
に
は

　
「
行
人
」
な
る
属
官
が
存
し
こ
れ
が
や
は
り
太
初
元
年
に
至
っ
て
「
大
行
令
」
と

　
改
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
二
年
当
時
「
大
鴻
癒
」
・
「
大
行
令
」
な
る

　
官
は
未
だ
存
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
を
共
に
記
す
景
帝
紀
と
矛
盾
を

　
来
す
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
唐
・
顔
師
古
は
景
帝
紀
を
採
っ
て
百
官
公

　
語
素
を
疑
う
が
、
む
し
ろ
清
・
翠
巌
謙
『
漢
書
補
注
』
所
引
の
劉
放
説
が
主
張
す

　
る
如
く
量
帝
紀
を
非
と
す
べ
き
で
あ
り
、
班
固
は
太
初
元
年
以
降
の
知
識
を
以
て

　
景
帝
紀
を
撰
述
し
た
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
㈹
の
「
大
廟
騰
」
は
正
し

　
く
は
「
典
客
」
で
あ
り
、
「
大
行
令
」
は
同
じ
く
「
行
人
」
で
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
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な
ら
な
い
。
猶
、
叙
上
の
『
漢
嘗
補
注
』
を
参
照
す
べ
き
こ
と
を
始
め
と
し
て
京

　
都
大
学
の
谷
川
道
雄
先
生
に
は
多
く
の
有
益
な
獅
教
示
を
辱
う
し
た
。
記
し
て
謝

　
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

⑤
　
㈹
に
お
い
て
諸
侯
王
は
列
侯
と
同
じ
く
中
央
か
ら
そ
の
封
国
に
監
護
使
が
差
遣

　
さ
れ
る
形
式
を
と
る
の
に
対
し
、
⑧
に
お
い
て
は
封
属
の
諸
官
が
監
護
使
を
担
当

　
す
る
形
式
を
と
る
の
で
あ
る
。
葡
し
て
、
こ
れ
を
時
代
の
相
違
に
帰
す
る
こ
と
も

　
許
さ
れ
よ
う
が
、
⑧
に
お
い
て
は
刷
に
諸
侯
王
・
列
侯
・
始
封
貴
人
・
公
主
の
箆

　
去
に
際
し
て
「
使
者
治
喪
」
と
あ
る
こ
と
が
㈲
の
監
護
使
を
継
承
す
る
と
考
え
ら

　
れ
ぬ
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
は
当
然
こ
の
「
使
者
」
と
封
国
諸
官
と
の
関
係
如
何

　
が
問
題
と
な
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
今
の
処
不
明
と
す
る
外
な

　
い
。

⑥
　
揚
論
難
『
当
代
婚
爽
礼
俗
論
』
（
商
務
印
書
館
、
重
圏
一
一
二
年
、
昭
和
八
年
）

　
は
特
に
「
搬
器
」
な
る
一
簸
を
設
け
て
そ
の
諸
類
型
を
論
じ
て
い
る
が
、
先
の
二

　
つ
の
規
定
㈲
働
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
但
し
、
本
書
の
所
論
に
よ
っ
て
「
護

　
喪
」
翻
監
護
喪
事
が
古
来
一
般
的
な
償
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
小
論
の
監
護
使
と
は
楊
氏
の
諸
類
型
の
中
「
国
家
使
使
者
護
喪
」
に
該
当
す
る
も

　
の
で
あ
る
。

⑦
　
中
国
の
喪
礼
に
つ
い
て
は
窪
添
慶
文
「
中
国
の
喪
葬
儀
礼
－
漢
代
の
皇
帝
の
儀

　
礼
を
中
心
に
一
」
（
『
騨
σ
”
貯
厚
臼
本
古
代
史
講
座
』
9
所
収
、
昭
和
五
七
年
）

　
こ
艶
目
し
、
。

　
　
　
　
レ

　
壱
榊
〒
一
一
「

⑧
例
え
ば
東
晋
最
後
の
皇
帝
恭
帝
は
謹
選
二
年
（
四
一
二
）
に
聖
書
に
遇
う
が
、

　
そ
の
喪
葬
は
や
は
り
三
公
の
一
た
る
太
尉
に
よ
っ
て
驚
護
さ
れ
た
（
『
習
害
』
巻

　
十
、
『
朱
薯
』
巻
上
）
。

⑨
窪
添
慶
文
「
中
圃
の
喪
葬
儀
礼
」
（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
皇
帝
儀
礼
は

　
多
く
経
書
所
載
の
儀
礼
を
継
承
し
一
方
で
棊
以
降
の
新
制
を
含
む
が
、
魏
轟
轟
に

　
批
判
を
浴
び
つ
つ
も
結
局
は
唐
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
た
と
い
う
。
皇
帝
以
外
の
喪

　
礼
に
つ
い
て
も
か
く
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
ま
た
杉
本
憲
司
「
唐
代
の
葬
制
に

　
つ
い
て
」
（
『
末
永
先
生
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
』
所
収
、
昭
和
四
二
年
）
も
「
唐

　
の
喪
葬
の
礼
、
喪
葬
令
」
は
「
恋
以
前
の
伝
統
の
巾
に
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
猶
、

　
『
通
典
』
所
収
開
元
礼
纂
類
・
『
大
唐
開
元
礼
隠
等
に
は
皇
帝
以
下
に
対
す
る
監

　
一
襲
使
の
こ
と
は
見
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
慨
接
の
証
左
で
は
な
い
が
、
貞
観
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
十
三
年
（
六
四
九
）
太
宗
崩
御
に
際
し
工
部
尚
書
組
立
徳
が
司
空
を
摂
重
し
て
そ

　
の
山
陵
を
「
営
護
」
し
た
　
（
『
旧
唐
㍑
』
巻
七
十
七
閻
三
徳
伝
）
　
こ
と
は
皇
帝
大

　
喪
に
お
け
る
三
公
監
護
使
の
伝
統
を
窺
知
せ
し
め
る
。

⑩
本
文
蛇
毒
史
料
㈹
に
「
大
鴻
蹴
」
が
諸
侯
王
の
識
号
・
諌
詞
を
奏
す
る
こ
と
が

　
見
え
て
い
る
。

⑪
　
例
え
ば
『
歯
面
』
列
伝
に
は
二
例
、
『
回
書
』
列
伝
に
は
四
例
、
『
北
斉
書
拙
列

　
伝
に
は
～
例
、
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
に
は
二
例
見
出
さ
れ
る
。

⑫
束
晋
威
康
五
年
（
三
三
九
）
、
丞
相
王
導
の
死
去
に
際
し
て
「
監
護
喪
購
」
を

　
担
当
し
た
「
大
風
瞳
」
も
同
様
で
あ
る
（
『
普
書
』
巻
六
五
王
導
伝
）
。

⑬
　
和
田
葦
「
…
預
の
基
磯
的
考
察
」
（
『
史
林
恥
五
二
…
五
、
昭
和
四
四
年
）
、
瀧
川

　
政
次
郎
「
令
の
喪
捕
と
方
算
氏
」
（
『
絹
本
上
古
史
研
究
』
四
－
一
、
昭
和
三
五

　
年
）
な
ど
。

⑭
池
田
温
「
大
魔
元
禮
解
設
」
（
汲
古
書
院
刊
『
大
衛
一
議
諜
響
所
収
、

昭
和
四
七
年
）
。
猫
、
和
畢
「
飛
烏
・
奈
良
時
代
の
難
儀
礼
」
（
『
獺
影
瓢

　
憂
事
古
代
史
㎝
講
座
』
9
所
収
、
昭
和
五
七
年
）
は
七
世
紀
以
降
に
お
け
る
わ
が
山
畏

　
葬
儀
礼
を
復
原
す
る
中
で
、
そ
の
多
く
が
『
魏
志
倭
人
伝
』
・
『
自
書
』
倭
国
伝

　
等
に
見
え
る
わ
が
国
上
代
の
習
俗
に
由
来
す
る
こ
と
を
漫
々
に
指
摘
し
て
お
ら
れ

　
る
。

⑮
　
持
統
太
上
天
皇
の
御
葬
司
（
筑
5
表
①
）
に
山
作
司
を
飲
く
の
は
周
知
の
如
く
、

　
そ
の
遺
骨
が
夫
君
天
武
帝
の
大
内
陵
に
台
黙
せ
し
め
ら
れ
た
（
『
本
日
本
紀
』
大

　
宝
三
年
十
二
月
壬
午
条
）
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
巽
例
に
属
す
る
と
せ
ね
ば
な

　
ら
ぬ
。

⑯
元
明
太
上
天
皇
は
薄
葬
を
厳
命
し
、
そ
の
遺
詔
に
従
っ
て
「
喪
儀
」
は
行
わ
れ
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上代監喪使考（虎尾）

　
な
か
っ
た
　
（
『
続
窮
本
紀
』
養
老
五
年
十
月
丁
亥
条
・
同
庚
寅
灸
∵
同
十
二
月
乙

　
酉
条
）
。
猶
州
、
岸
俊
男
「
太
朝
臣
安
万
華
と
そ
の
墓
」
（
同
『
遺
跡
・
遺
物
と
古
代

　
二
二
』
所
収
、
昭
和
五
五
年
）
は
こ
の
時
代
を
薄
葬
の
頂
点
と
さ
れ
る
。
そ
の
限

　
り
で
何
ら
異
論
の
余
地
は
存
せ
ね
が
、
元
明
の
御
三
司
官
人
（
五
位
以
上
）
が
三

　
名
で
あ
る
こ
と
に
そ
の
反
映
を
見
出
し
て
お
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
聯
か
疑
問
も

　
な
い
で
は
な
い
。
元
明
の
御
葬
司
と
は
『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
十
二
月
庚
辰
条

　
の
左
の
記
事
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
従
二
重
長
屋
王
・
従
三
位
藤
原
朝
臣
武
智
麻
呂
等
行
毛
描
装
束
事
ハ
従
三
位

　
　
　
大
伴
宿
禰
旅
人
供
二
営
陵
纂
汽

　
こ
れ
は
装
束
（
行
御
装
束
事
）
・
山
彦
（
供
鴬
陵
事
）
両
司
の
長
次
官
級
官
人
を

　
三
位
以
上
に
限
っ
て
抄
出
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
監
喪
使
重
葬
司
に
つ
い

　
て
の
『
二
日
本
紀
』
前
半
二
十
巻
の
簡
略
な
記
し
方
と
軌
を
一
に
す
る
と
思
わ
れ

　
る
。
尤
も
、
薄
葬
の
頂
点
期
の
こ
と
と
て
御
足
司
も
小
規
模
に
編
成
さ
れ
た
こ
と

　
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
が
、
全
く
編
成
さ
れ
ぬ
の
な
ら
と
も
か
く
仮
初
に
も
編
成

　
ざ
れ
た
と
す
れ
ば
五
位
以
上
僅
か
に
三
塁
の
劇
論
司
は
や
や
簡
易
に
過
ぎ
る
の
で

　
は
な
か
ろ
う
か
。

⑰
中
国
に
お
い
て
は
監
護
使
と
薄
葬
と
は
矛
盾
し
な
い
。
例
え
ば
唐
貞
元
三
年
の

　
張
写
象
の
毘
去
に
際
し
て
は
監
護
使
が
差
遣
さ
れ
た
（
第
1
表
⑳
）
が
、
そ
の
葬

　
儀
は
「
遺
令
薄
葬
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

⑱
音
義
薄
葬
令
に
よ
っ
て
「
凡
正
以
下
垂
二
郎
庶
厩
麟
不
レ
得
レ
営
レ
残
」
（
『
日
本
害

　
紀
』
大
化
二
年
三
月
甲
申
条
）
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
、
即
ち
逆
に
天
皇
以
下
皇
子

　
女
以
上
に
つ
い
て
は
掻
の
設
営
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
点
が

　
こ
の
法
式
の
成
立
を
考
え
る
上
で
注
躍
さ
れ
る
。
猶
、
右
の
規
定
以
後
実
際
に
残

　
の
設
営
が
天
皇
以
下
皇
子
女
に
限
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
和
田
葦
「
残
の
基
礎

　
的
考
察
」
（
前
掲
）
参
照
。

⑲
か
か
る
慣
例
か
ら
す
れ
ば
第
2
表
②
の
如
く
大
納
言
に
対
し
て
監
喪
使
が
差
遣

　
さ
れ
た
の
は
異
例
に
属
す
る
。
こ
の
事
例
は
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
正
月
己
丑

条
の
左
の
如
き
記
事
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ω
大
納
言
正
広
参
大
伴
宿
禰
御
行
発
、
帝
甚
悼
惜
之
、
道
下
二
直
広
難
榎
井
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
倭
麻
呂
等
一
監
中
護
喪
事
払
目
下
三
匝
広
壱
藤
凍
朝
臣
不
一
等
等
一
就
レ
第
宣
幽
レ
詔
、

　
　
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
こ
ろ
が
『
公
卿
補
任
』
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
三
従
三
位
大
納
欝
紀
麻
呂
尻
付

に
は
右
と
大
略
同
類
と
看
倣
し
う
る
左
の
如
き
記
事
が
存
す
る
。

㈹
背
吉
奨
在
官
五
瑛
灘
纏
聡
賜
葬
儀
細
下
蔭
紳
［
是
四

　
位
下
高
向
朝
臣
麿
一
宣
命
払

而
し
て
等
し
く
大
納
雷
の
蕩
再
認
事
た
る
ω
ω
を
対
比
す
る
と
ω
の
④
⑪
◎
が
㈹

の
④
⑧
◎
に
各
々
対
応
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
か
よ
う
な
対

応
関
係
は
厳
密
に
は
文
章
構
成
上
の
そ
れ
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
④
④
・
◎
◎

に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
し
て
も
⑧
⑬
が
内
容
上
同
一
で
あ
る
こ
と
ま
で
保
証
す

る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
固
執
す
る
積
り
は
な
い
が
、
㈹
の
⑬
「
特
賜
二
葬
儀
一
」

は
具
体
的
に
は
幽
幽
使
“
葬
司
の
差
遣
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何

と
な
れ
ば
⑧
⑬
は
肝
要
な
一
点
に
お
い
て
共
通
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
先
づ

⑬
は
正
し
く
監
喪
使
翁
葬
司
の
差
遣
に
外
な
ら
ぬ
が
、
こ
れ
は
故
人
の
葬
儀
が
朝

廷
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
一
方
⑬
も
ま
た
朝
廷
に

よ
る
闘
家
的
葬
儀
を
文
字
通
り
賜
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
朝

廷
に
よ
る
葬
儀
の
運
営
と
い
う
点
で
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
⑧
が
具
体
的
に

は
監
喪
使
1
1
葬
司
の
差
遣
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
大
納
言
に
対
す
る
監
喪

　
　
　
　
　
へ

使
差
遣
が
「
特
賜
二
葬
儀
二
」
の
如
く
特
例
の
措
置
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
点
が
注

意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
大
臣
以
上
に
対
し
て
監
喪
使
1
1
葬
司
が
編
成
さ
れ
る
慣
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
マ

前
提
と
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
い
え
ば
参
議
晟
部
卿
藤
原
房
前
は
「
大

臣
葬
儀
」
を
以
て
送
ら
ん
と
し
て
喪
家
が
こ
れ
を
「
固
辞
」
し
（
『
続
日
本
紀
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

天
平
九
年
（
七
三
七
）
四
月
七
並
条
）
、
ま
た
大
納
雷
藤
原
真
楯
は
「
大
臣
之
葬
」

を
賜
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
同
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
三
月
丁
卯
条
）
。
こ
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れ
ら
の
「
大
臣
葬
儀
」
は
葬
具
を
左
右
大
臣
に
準
じ
て
支
給
す
る
こ
と
を
含
ぬ
て

　
監
喪
使
匡
葬
司
に
よ
っ
て
領
導
さ
れ
る
一
定
の
繁
藤
的
葬
儀
を
意
味
す
る
で
あ
ろ

　
う
。
と
こ
ろ
で
岸
俊
男
「
太
朝
臣
安
倉
侶
と
そ
の
墓
」
（
前
掲
）
は
先
の
「
特
漁
戸

　
儀
」
を
当
時
に
お
け
る
薄
葬
の
風
潮
の
一
端
を
示
す
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
た
現
に
か
か
る
風
潮
の
存
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
い
か
に
簿
葬
思
想

　
が
盛
行
し
た
と
し
て
も
一
般
に
葬
儀
そ
の
も
の
が
禁
過
さ
れ
特
別
に
許
認
さ
れ
て

　
始
め
て
行
わ
れ
る
が
如
き
融
合
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
当
時
の
薄
葬
の
風
潮
は

　
大
納
言
以
下
に
監
毒
薬
三
態
司
の
編
成
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
そ
の
一
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
を
窺
知
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
猶
、
大
納
言
大
伴
安
麻
呂
の
麗
去
に
際
し
て

　
「
不
レ
受
二
重
礼
一
」
と
あ
る
こ
と
（
『
公
卿
補
任
』
和
鋼
七
年
（
七
一
四
）
条
同
尻

　
付
）
も
如
上
と
同
様
の
観
点
か
ら
解
釈
し
う
る
。

⑳
尤
も
、
さ
れ
ば
か
よ
う
に
適
用
不
可
能
な
規
定
を
何
故
敢
て
継
受
し
た
か
が
問

　
わ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
憶
測
を
逞
し
う
す
れ
ば
、
抑
も
か
か
る
継
受
そ
の
も
の

　
に
当
時
の
薄
葬
思
想
の
盛
行
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
行
の
葬
司
に

　
よ
る
葬
儀
挙
行
と
い
う
天
皇
・
皇
盾
に
準
ず
る
方
式
を
改
め
る
た
め
に
治
都
官
人

　
一
名
に
よ
る
監
護
と
い
う
簡
便
な
方
式
が
法
上
に
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

　
思
う
。
し
か
し
乍
ら
、
遺
憾
な
こ
と
に
わ
が
国
に
お
い
て
は
そ
れ
を
適
用
す
る
条

　
件
が
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑳
　
『
簿
記
書
紀
』
に
は
「
號
護
命
運
」
な
る
字
句
は
全
く
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、

　
唯
一
、
雄
略
九
年
に
新
羅
遠
征
中
病
死
し
た
大
将
軍
紀
小
弓
宿
禰
の
葬
地
を
占
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ぶ
り
の
つ
か
さ

　
す
る
た
め
、
勅
命
に
よ
っ
て
土
師
連
小
鳥
が
「
視
葬
者
」
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が

　
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
「
視
葬
者
」
も
ま
た
漢
籍
に
依
拠
す
る
も
の
と
考

　
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
例
え
ば
『
漢
書
』
巻
一
下
高
帝
紀
八
年
（
前
一
九
九
）
十
一

　
織
留
に
は
「
葛
藤
」
な
る
語
が
左
の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
令
、
士
卒
従
レ
軍
死
者
為
レ
橿
、
帰
二
講
習
噛
慧
智
二
衣
裳
曝
葬
上
町
綱
以
二
少

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
　
　
牢
ハ
長
史
密
葬
、

　
こ
の
「
視
葬
」
は
高
祖
が
、
准
陰
侯
韓
信
の
諌
減
の
た
め
め
に
従
軍
戦
死
し
た
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ぶ
り
の

　
卒
の
葬
儀
を
出
身
各
県
の
長
史
に
命
じ
て
監
護
せ
し
め
た
こ
と
を
示
す
。
「
視
葬

　
つ
か
さ

　
者
」
は
漢
籍
の
か
よ
う
な
「
視
葬
」
の
用
例
に
負
う
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ

　
ろ
で
、
「
視
葬
者
」
た
る
小
鳥
は
家
墓
を
鷹
峯
輪
琶
に
作
っ
て
小
弓
を
埋
葬
し
た

　
と
い
う
。
後
世
の
造
作
と
も
疑
わ
れ
る
が
、
少
く
と
も
こ
の
「
視
葬
者
」
が
中
国

　
の
監
護
使
で
は
な
く
、
や
は
り
わ
が
麗
質
使
1
1
葬
司
の
一
た
る
単
作
司
に
近
い
こ

　
と
は
洵
に
興
味
深
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
猶
、
『
日
本
襟
紀
』
は
藍
本
古
典

　
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
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結

量鼠
口口

　
以
上
永
き
に
百
一
っ
て
禿
筆
を
馳
せ
て
来
た
が
、
今
一
度
論
旨
の
梗
概
と
さ
ら
に
余
一
一
一
一
口
と
を
述
べ
て
欄
筆
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
本
稿
で
は
、

先
づ
わ
が
正
史
上
に
お
い
て
「
監
護
喪
事
」
の
た
め
に
差
遣
さ
れ
る
送
人
を
監
喪
使
と
仮
称
し
、
こ
の
監
喪
使
が
果
し
て
わ
が
喪
葬
令
百
官
在

職
条
（
話
中
規
定
）
の
適
用
を
示
す
や
否
や
を
疑
い
、
次
で
晴
唐
監
護
使
と
わ
が
監
喪
使
の
実
態
を
各
々
検
討
・
比
較
し
た
上
で
、
正
史
に
お

け
る
監
喪
使
辞
退
の
諸
例
と
葬
司
辞
退
の
そ
れ
と
の
類
似
性
を
手
掛
り
に
遂
に
監
事
使
の
実
体
を
装
束
・
山
作
両
司
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
葬



上代監喪使考（虎尾）

司
長
・
次
官
級
官
人
五
位
以
上
と
考
定
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
心
は
や
が
て
『
延
喜
式
』
太
政
官
・
下
官
条
（
葬
司
規
定
）
に
継

承
さ
れ
る
何
ら
か
の
慣
例
・
法
規
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
間
の
事
情
を
考
察
し
た
結
果
、
週
令
の
継

承
に
よ
る
わ
が
監
喪
規
定
は
そ
の
不
可
欠
の
前
提
た
る
体
系
的
回
礼
の
未
継
受
・
欠
如
の
た
め
に
適
用
に
至
ら
ず
、
実
際
に
は
天
皇
・
皇
后
等

の
御
葬
司
に
準
ず
る
わ
が
国
固
有
の
葬
司
の
編
成
が
行
わ
れ
た
と
の
推
定
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
国
律
令
の
継
受
と
そ
の
実
態
を
饒
っ
て
は
種
々
の
側
面
よ
り
考
究
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
本
稿
は
監
喪
使
の
実
体
解
明
を

目
的
と
し
つ
つ
も
同
時
に
さ
さ
や
か
乍
ら
右
の
問
題
に
関
す
る
個
別
具
体
的
考
察
を
加
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国
は

中
国
律
令
を
継
受
し
て
刑
罰
・
行
政
制
度
を
整
備
・
確
立
し
た
が
中
国
社
会
の
伝
統
的
規
範
た
る
礼
は
全
面
的
・
体
系
的
に
は
遂
に
こ
れ
を
継

受
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
乍
ら
、
中
国
律
令
は
多
く
こ
の
礼
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
礼
を
欠
如
す
る
わ

が
国
に
お
い
て
律
令
の
規
定
そ
の
も
の
が
空
文
化
す
る
場
合
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
小
論
は
図
ら
ず
も
そ
の
一
例
を
指
摘
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
尤
も
、
聾
心
使
1
1
葬
司
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
当
然
論
ず
べ
く
し
て
論
じ
え
な
か
っ
た
点
も
率
直
に
い
っ
て
一
・
二
で
は
な
い
。
就
中
、
そ

の
任
用
官
人
の
様
態
に
つ
い
て
は
先
に
寸
言
す
る
処
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
包
含
せ
る
課
題
は
別
に
章
節
を
分
っ
て
な
お
余
り
あ
る
と
思
わ
れ
、

ま
た
現
に
そ
の
余
裕
も
な
い
の
で
、
別
稿
を
以
て
凹
め
て
論
説
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
倖
に
し
て
諸
賢
の
御
批
正
を
賜
ら
ぱ
筆
者
の
欣
快
こ
れ

に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
助
手
　
鹿
児
島
市
荒

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
五
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
囚
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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On　the‘‘Funeral　Stlperviseピ’Recorded　in　History

by

Tatsuya　Torao

　　In　the　h1storiography　of　ancien　Japan　we　can　often　find　the　acounts

of　funeral　supervisors　temporarily　appointed　when　dignity　died．　This

papre　persues　the　substance　of　such　funeral　supervlsors　recorded　in

history．

　　The　resuits　are　as　follows．

1）　Those　funeral　supervisors　were　not　in　accordance　with　the　provision

in　Tα魏δ大宝anδy加δ養老code　which　established　funeral　supervisors．

2）　Substantially　they　were　a　chairman　or　vice－chairman　of　two　commi－

sions：　one　was　engaged　in　dignifying　a　funeral，　and　the　other　in　buil－

ding　a　grave．

3）　ARcient　Japanese　governors　adopted　the　provision　of　funeral　super－

vision　from　T’ang，清but　not　the　systematic　Confucian　courtesy　of　fu・

neral　which　was　indispesable　to　funeral　supervision．　That　is　the　reason

why　none　was　actually　appointed　to　supervise　a　fttneral　in　Japan．

4）　lnstead　of　funeral　supervisors，　the　two　commissions　were　organized

in　imitation　of　severa1　commissions　organized　in　case　of　Emperor’s

death　or　empress’s．　This　institution　was　peculiar　to　Japan．

The　Making　of　the　Covenant　in　the　Spring

　　　　　　　　　　　and　Autumn　Period

by

Tomomi　Takagi

　　Hui　meng会盟has　been　studied　at　the　view　of　politlcal　history．　Now，

we　consider　it　as　the　custom　of　the　covenant　among　the　monarchies，

which　strengthened　and　ordered　the　personal　relatioBship　at　each　level

in　the　Spring　and　Autumn　period．　Belng　a　more　universal　and　custo一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（986）




